
『
通
典
』

編

纂

始

末

考

1
!と
く
に
そ
の
上
献
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
|
|

北

)11 

俊

昭

は

め

に

一
編
纂
の
過
程

二
『
遁
典
』
の
補
訂
記
事
と
上
献
年
代

三
上
猷
前
後
の
杜
佑
を
め
ぐ
る
状
況

四
『
遜
奥
』
の
評
債
と
反
響

お

わ

り

に

じ

-125-

t土

じ

め

編
者
の
杜
佑
が
准
南
節
度
使
の
在
任
中
に
朝
廷
に
上
献
(
献
呈
〉
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
の
草
稿
は
大
暦
年
開
末
ま
で
に
は
完
成
し
、
中
央
に
上
献
さ
れ
た
年
代
は
、
諸
説
あ
る
が
お
お
む
ね
、
九
世

紀
の
初
頭
前
後
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
一
麿
の
草
稿
の
完
成
か
ら
上
献
ま
で
に
、
二
十
年
か
ら
三
十
年
近
く
の
年
月
が
経
過
し
て
い
た
こ
と

『
通
典
』
は
草
稿
作
成
の
段
階
(
編
纂
開
始
か
ら
大
暦
末
年
ま
で
〉
と
、
そ
の
増
補
訂
正
(
建
中
年
聞
か
ら
貞
元
年
閲
末
ま
で
〉

『
遁
典
』

は
唐
の
大
暦
年
間
(
七
六
六
J
七
七
九
〉
か
ら
編
纂
を
始
め

に
な
る
。

い
わ
ば
、

と
い
う、

二
段
階
の
過
程
を
へ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
の
ち
、
上
献
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
編
纂
過
程
を
念
頭
に
お
く
と
、
草
稿
の
補
訂
に
時
聞
が
必
要
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
の
年
月
が
か
か
っ
た
の
か
、
き
同
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ま
た
い
か
な
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
上
献
の
運
び
と
な
ア
た
の
か
と
い
う
、
素
朴
な
疑
問
が
想

起
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
疑
問
に
答
え
る
に
は
、
杜
佑
の
心
情
を
内
面
か
ら
深
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
こ
の

い
換
え
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
傑
件
が
と
と
の
い
、

種
の
課
題
に
は
史
料
的
な
制
約
も
と
も
な
い
、

つ
い
で
上
献
の
時
期
に
つ
い
て
従
来
の
論
設
を
整
理
し
て
、
そ
の
年

代
を
確
定
す
る
。
そ
の
の
ち
上
献
の
時
代
背
景
と
編
者
の
政
治
的
朕
況
を
検
討
し
、
最
後
に
こ
の
書
の
出
現
の
唐
代
に
お
け
る
反
響
を
概
観
し

本
稿
で
は
、

そ
う
容
易
に
は
解
け
な
い
難
問
で
あ
る
。

ま
ず
史
料
に
そ
っ
て
『
通
典
』
の
編
纂
過
程
を
跡
づ
け
、

て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
司
た
石
刻
史
料
を
も
硯
野
に
入
れ
、

さ
き
の
疑
問
を
解
く
手
が
か

り
と
す
る
た
め
に
も
、

『
通
典
』
編
纂
に
つ
い
て
の
基
礎
的
事
柄
を
、

よ
り
幅
庚
い
角
度
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
ね
ら

い
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
『
、
通
典
』
の
編
纂

・
成
立
に
つ
い
て
は
、

(

1

)
 

つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
さ
れ
て
き
た
。

126-

編

纂

の

過

程

唐
の
開
元
年
聞
の
末
に
、
多
く
の
言
説
を
採
り
、

(
2〉

『
周
雄
』
六
官
の
職
分
に
な
ら
っ
て
分
類
し
た
劉
秩
の
『
政
典
』
三
十
五
巻
が
あ
り
、
蛍

で
、
そ
れ
を
横
充
し
て、

『
大
唐
開
元
雄
』
な
ど
を
加
え

そ
の
趣
旨
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
、

(
3〉

『
通
典
』
二
百
巻
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
に
、
制
度
を
記
し
た
専
著

な
お
篠
目
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の

時
か
ら
大
い
に
稽
賛
さ
れ
て
い
た
。
杜
佑
は
こ
の
書
を
手
に
入
れ
て
、

に
は
『
周
櫨
』
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
頼
り
所
と
し
、
そ
の
の
ち
の
書
籍
に
あ
る
繁
雑
な
記
事
も
、

『
周
躍
』
の
や
り
方
に
準
援
し
て
編
纂
し

た
の
で
あ
る
。

そ
の
『
通
典
』
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
、

ま
ず
注
目
す
べ
き
貼
は
上
献
の
か
な
り
前
か
ら
草
稿
が
完
成
し
、
序
文
ま
で
興
え
ら
れ
て
い
る
事

買
で
あ
る
。
そ
の
序
文
と
は
、
杜
佑
よ
り
年
輩
の
文
人
の
李
翰
に
よ
る
文
章
で
あ
る
。
こ
の
李
翰
と
い
う
人
物
は
、
古
文
運
動
の
先
駆
的
文
章

家
と
し
て
有
名
な
李
華
の
息
子
で
、
の
ち
に
左
補
閥
、
翰
林
撃
士
と
な
っ
た
が
、
大
暦
年
聞
に
病
気
の
た
め
官
を
僻
し
、
ま
も
な
く
渡
し
て
い



る
。
そ
の
序
文
に
は
、

『
逼
典
』
編
纂
に
閲
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。

戸
切
ル
』

故
に
五
経
霊
史
を
採
る
こ
と
、
上
は
黄
一
帝
自
り
し
、
我
が
唐
の
天
賓
の
末
に
至
る
、
事
毎
に
類
を
以
て
相
い
従
り
、
其
の
始
終
を
奉
げ
、

歴
代
の
沿
革
麿
置
及
び
首
時
の
霊
士
の
論
議
得
失
は
、
篠
載
し
て
、
之
れ
を
事
に
附
せ
不
る
は
騨
し
。
人
の
支
脈
の
、
瞳
に
散
綴
す
る
が

如
し
。
九
そ
八
門
有
り
、
二
百
巻
を
勤
成
し
、
競
し
て
『
逼
典
』
と
日
う
。
:
:
:
准
南
元
戎
の
佐
向
書
主
客
郎
京
兆
の
杜
公
君
卿
と
日
う

は
、
雅
よ
り
遠
度
有
り
て
、
邦
典
に
志
し
、
篤
撃
に
し
て
古
を
好
み
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
る
。
大
暦
の
始
め
を
以
て
、
買
に

っ

く

お

の

お

の

(

4

)

斯
の
典
を
纂
し
、
紀
を
累
ね
て
成
る
。
杜
公
も
亦
自
ら
序
引
を
漏
り
、
各
篇
首
に
冠
す
。

文
中
の
「
准
南
元
戎
」
と
は
、
嘗
時
、
准
南
節
度
使
・
業
御
史
大
夫
で
あ
っ
た
章
元
甫
を
指
し
、
こ
の
人
物
と
李
華
と
は
以
前
か
ら
交
友
関

(

5

)

 

係
が
あ
ア
た
の
で
、
そ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
息
子
の
李
翰
は
そ
の
幕
下
に
加
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
社
佑
も
同
じ
く
幕
職
官
と
し
て
准

南
節
度
使
の
治
所
、
江
都
(
揚
州
〉
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

南
者
は
こ
の
毒
元
甫
を
通
じ
知
遇
を
得
て
、

」
の
序
文
が
執
筆
さ
れ
た
わ
け
で

(
乙
卯
)
二
日
の
あ
い
だ
の
在
任
検
校
官
職
で
あ
る
の
で
、

(
向
書
省
雄
部
「
主
客
員
外
郎
」
〉
と
は
、
杜
佑
の
大
暦
三
年
間
六
月
(
庚
申
〉

(
6〉

こ
の
時
期
ま
で
に
は
、

一
八
日
か
ら
同
六
年
八
月

ヮ，つμ

あ
る
。
ま
た
文
中
の
「
向
書
主
客
郎
」

『
通
典
』

は
太
古
よ
り
唐
の
天
賓
末
年
に
い
た
る
内
容
の

範
圏
で
、
二
百
巻
、

八
部
門
、
各
部
門
の
冒
頭
に
は
杜
佑
の
自
序
が
冠
せ
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
す
で
に
相
嘗
な
部
分
が
で
き
あ
が
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
杜
佑
の
孫
、
杜
牧
の
八
四
二
年
〈
倉
昌
二
〉
作
の
詩
に
よ
る
と
、

ま
ち

我
が
家
は
公
相
の
家
、
剣
現
嘗
て
丁
嘗
た
り
。
醤
第
朱
門
を
聞
き
、
長
安
の
城
の
中
央
に
あ
り
。
第
中
に
一
物
無
く
、
高
巻
の
書
堂
に
満

向
お
爾
に
興
へ
て
誼
ま
し
め
、
爾

っ
。
家
集
〈
『
遁
典
』
〉
二
百
編
、
上
下
皇
王
に
馳
す
。
多
く
は
是
れ
撫
州
の
潟
、

(
7
)
 

を
助
け
て
賢
良
と
篤
さ
し
む
可
し
。

今
来
五
紀
強
な
り
。

と
あ
り
、

『
通
典
』
二
百
巻
の
大
半
は

(
8〉

こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
六

O
年
以
上
も
前
の
杜
佑
が
撫
州
(
現
・
江
西
省
臨
川
豚
〉
刺
史
在
任
中
、

つ
ま

127 

り
大
暦
七
年
か
ら
同
十
三
年
の
聞
に
、
嘗
地
に
お
い
て
筆
寓
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
誼
み
と
れ
る
。
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以
上
、
前
掲
の
ふ
た
つ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
十
四
年
の
大
暦
年
聞
の
前
牢
に
は
『
逼
典
』
の
骨
格
が
早
く
も
で
き
あ
が
り
、
後
半
に
は
大
部

分
の
編
纂
が
完
了
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
上
献
の
二
十
年
ほ
ど
前
に
は
、

い
た
の
で
あ
り
、

の
こ
り
は
補
訂
の
段
階
を

へ
る
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

そ
の
上
に
、

そ
の
大
半
が
ほ
ぼ
完
成
し
て

上
献
ま
で
な
ぜ
一
定
の
期
聞
が

必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
疑
問
に
な
る
こ
と
が
こ
こ
で
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
遁
典
』
の
上
鰍
年
代
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
上
献
年
代
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
、

ほ
ぼ
共
通
の
見
解
が
す
で
に
あ
り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
他
設
を
考
慮
せ
ず
、
松
田
然
の
前
提
と
し
て
議

(

9

)

 

論
を
進
め
る
論
考
も
あ
り
、
ま
た
本
稿
の
行
論
の
都
合
上
、
そ
の
確
認
が
必
要
で
も
あ
る
の
で
、
あ
え
て
論
及
し
た
い
。
ま
た
同
時
に
、
上
献

こ
う
し
た
疑
問
貼
を
提
起
し
た
上
で
、
次
節
で
は
、

以
後
に
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
事
の
性
格
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ふ
る
く
は
南
宋
末
の
王
臆
麟
が
指
摘
し
、
内
藤
湖
南
・
玉
井
是
博
の
両
氏
が
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、

(
日
)

『
通
典
』
の
上
献
年
代
に
つ

い
て
は
、

-128ー

『
通
典
』
の
補
訂
記
事
と
上
献
年
代

A
貞
元
一

O
年
(
七
九
四
)
と

B
貞
元
一
七
年
(
八
O
ご

一
O
月
(
庚
戊

・
二
一
日
?
〉
と
C
貞
一
冗
一
九
年
(
八
O
三
)
二
月
と
の
三
読
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
根
擦
と
す
る
史
料
と
主
要
な
支
持
者
を
一
亦
す
と
、

表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

〈

C
、
貞
一
冗
一
九
年
説
の
批
判
〉

ま
ず
便
宜
上

C
読
か
ら
検
討
す
る
と
、

王
腔
麟
の
『
玉
海
』
に
は
、

志
、
雑
家
、
杜
佑
『
理
道
要
訣
』
十
答
。
佑
の
表
に
日
く
、
痛
か
に
理
道
を
思
い
、
空
言
を
録
さ
ず
。
是
れ
に
由
り
て
記
を
累
ね
て
、
修

め
て
『
遁
典
』
を
纂
す
。
数
千
年
の
事
を
包
羅
し
、
植
法
刑
政
を
探
討
し
、
途
に
二
百
巻
を
成
し
、
先
に
己
に
奉
進
す
。
去
年
の
春
の
末

従
り
、
更
め
て
二
百
巻
中
於
り
、
十
巻
を
纂
成
し
、
目
守
つ
け
て
『
理
道
要
訣
』
と
日
う
、
凡
そ
三
十
三
篇
な
り
。
古
今
の
要
を
詳
ら
か
に



表
1

『
遁
典
』
の
上
撤
年
代
に
関
す
る
説

C B A 

貞 貞 貞

7c 7c 7c 年

一 一 一
九年 年七 。年
〆戸、、 /ー、 r、、

八 八 七 代。。 九
四

、ーノ '-' 、句ノ

玉..， -司 遁典L『2 

害所弓i事書考 問載
修撰

&事書ー 徳年案 吾日E間弘

書員富聖翰豊
門典表L 
援

b 

俸杜佑

喜鶴鄭華

な

玉室1蘭F 
お

b 

主持者
し

論者

金擬策「
一道、

2イ勉中t 

(

江

〉

し
、
時
の
宜
し
く
行
う
可
き
を
酌
す
。
貞
元
十
九
年
二
月
十
八
日
上
る
、
と
。

と
あ
り
、

こ
の
『
理
道
要
訣
』
を
進
め
る
の
表
を
提
出
し
た
貞
元
一
九
年
(
八
O
三
)
二
月
の
時
黙
で
、

そ
の
前
年
の
春
以
前
に
す
で
に
『
通

-129ー

く
、
こ
の
説
が
根
擦
と
す
る
『
唐
舎
要
』
の
記
事
は
、

内
藤
湖
南
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
お
そ
ら

(

ロ

)

『
理
遁
要
訣
』
の
上
献
年
代
を
『
逼
典
』
の
そ
れ
と
取
り
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

日

〉

ま
た
貞
元
一
九
年
一
月
か
ら
同
年
四
月
の
あ
い
だ
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
符
載
撰
「
准
南
節
度
使
瀦
陵
公
社
佑
潟
員
讃
井
序
」
を

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

C
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
明
白
と
な
る
。

典
』
二
百
容
を
「
奉
準
」

検
討
す
る
と
、

お

き

さ

く

っ

つ

ね

公
の
事
を
矯
め
る
や
、
晃
を
六
籍
に
冠
し
、
裳
を
霊
史
に
衣
、
履
を
百
氏
に
履
く
。
毎
に
書
を
讃
む
に
、
其
の
貫
を
取
り
て
其
の
華
を
取

み
が

ら
ず
。
深
く
著
述
を
研
き
、
披
し
て
『
通
典
』
と
矯
す
。
大
抵
開
闘
自
り
芳
行
し
、
歴
代
に
至
る
ま
で
、
兵
食
・
財
賦
・
職
官
・
瞳
楽
、

E
も
ピ
も
ホ
(
蛍
世
に
関
わ
る
者
有
り
。
其
の
英
華
を
摘
拾
し
、
其
の
膏
掴
停
を
参
漉
せ
ざ
る
は
莫
し
。
煩
を
裁
ち
て
以
て
約
に
趣
き
、
疎
を
裁
ち
て

以
て
密
に
就
く
。
其
れ
之
れ
を
覧
る
者
有
ら
ば
、
熱
に
津
を
得
る
が
如
く
、
畿
に
食
を
得
る
が
如
し
。
五
車
寓
巻
、
壷
く
冗
鹿
と
矯
し
、

(
M〉

立
言
垂
範
と
謂
わ
ざ
る
を
得
ん
や
。
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と
あ
り
、
す
で
に
こ
の
碑
文
作
成
時
に
、

『
通
典
』
の
内
容
に
閲
し
て
か
な
り
詳
細
な
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
貞
元
一
九
年
以

前
の
段
階
で
、
す
で
に
『
通
典
』
の
存
在
と
そ
の
内
容
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
嘗
然
、
こ
の
碑
文
は

上
献
以
後
の
朕
況
下
で
刻
石
さ
れ
た
と
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
、
碑
文
完
成
と
同
年
と
す
る

C
説
は
成
立
し
が
た
く

な
る
。
こ
の
石
刻
史
料
の
存
在
も
、

C
読
を
否
定
す
る
ひ
と
つ
の
誼
援
に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〈

A
、
貞
元
一

O
年
説
の
批
判
〉

A
説
に
つ
い
て
は
、
大
暦
元
年
か
ら
で
も
貞
元
一

O
年
ま
で
は
二
九
年
間
で
あ
り
、
大
暦
年
聞
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
す
る
編
纂
に
要
し
た
年

(

日

〉

月
が
三
紀
、
一
二
六
年
聞
に
と
ど
か
な
い
た
め
、
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

A
設
の
根
援
と
な
る
「
進
通
典
表
」
は
、
北
宋
版
『
通
典
』
に

付
載
さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
宮
内
鹿
書
陵
部
所
臓
の
こ
の
版
本
は
、
高
麗
の
粛
宗
・
孝
明
主
の
六
年
、
す
な
わ
ち
北
宋
末
の
建
中
靖
園
元
年

(
日
山
〉

(一一

O
一
年
)
の
蔵
書
印
を
も
ち
、
し
か
も
書
物
自
臨
も
仁
宗
朝
以
降
、
十
一
世
紀
な
か
ば
の
版
刻
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ほ
か
の
『
山
堂
霊

(

口

)

書
考
索
』
と
『
玉
海
』
所
引
『
中
興
館
閣
書
目
』
は
と
も
に
南
宋
の
文
献
で
あ
っ
て
、
管
見
に
よ
る
か
ぎ
り
、
宋
代
以
前
に
は
こ
の
読
を
裏
付
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け
る
史
料
は
見
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
表
2
の
よ
う
に
『
通
典
』
の
な
か
に
貞
元
一

O
年
以
降
の
記
事
が
散
在
す
る
事
買
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

E官

通

典
』
が
扱
う
時
代
範
圏
の
下
限
は
、

さ
き
の
李
翰
の
序
に
も
あ
る
よ
う
に
、
唐
の
天
賓
年
開
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
記
事
も
必
要
に
臆
じ

(
四
)

て
加
え
る
場
合
も
あ
る
と
、
杜
佑
自
身
が
す
で
に
注
記
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、

と
く
に
上
献
後
の
補
訂
記
事
に
つ
い
て

(

四

)

は
、
清
の
銭
大
析
が
、
避
誇
の
事
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
、
宋
人
の
改
作
部
分
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
諸
先
撃
が
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
わ
せ
る
と
、
貞
元
一

O
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
よ
る
か
ぎ
り
、
表
2
の
七
つ
の
事
例
が
検
出
で
き
る
。

ま
ず
、
こ
の
表
を
な
が
め
て
気
が
つ
く
事
柄
と
し
て
、
判

Jω
の
貞
元
年
聞
の
史
料
は
、
あ
る
程
度
の
内
容
を
そ
な
え
た
記
事
で
あ
る
の
に

の
こ
り
の
付
J
伺
の
史
料
は
、
避
誇
に
よ
る
字
句
の
繁
更
や
豚
名
の
付
加
の
事
例
で
あ
り
、
そ
の
記
事
の
性
格
に
か
な
り
の
相
違
が
あ

封
し
、



表
2

『
通
典
』
所
載
の
貞
元
一

O
年
以
降
の
記
事

(g) (f) (e) (d) (c) (b) (a) 

フ和年閲巳
和元 永貞

貞 貞 貞貞 貞
年フE フ巴 フEフE フじ

一ー 年フE

2 以
年五 年 年

年間?年八閏降 五 代
月 八月
八月
月 日

巻 谷 径 巻 各 各 巻

一 11 

八 七 四 四
四 /i 八 一
州都 郡州 都州

膿 職官 グ 職官 職宮
出

一 /¥ 五
四 四 五

越古南 古葉少Ii 古越南
躍=ロ』

9 語吏中
宰相

の
の 上 の の 保
候 の 保

郊下天
の 典

-%長 博密
外員郎

の 土
保 の の
篠 僚

ー「 ー寸 「 郊

i中iの
「

嵩 最E
山
改 改 ペコ

毎叉分
記

線珠 f恒州、
淳州

L、

外員郎- 奏文上て 五
L の 巻 日

救 の 内

震銀州 篤轡州L 

、ー の

執筆人L と 百 容

L の
」

と

る
貼
、

。。

さ
ら
に
後
者
は
州
郡
の
部
分
に
集
中
し
て
存
在
す
る
期
、
こ
の
二
黙
を
本
稿
で
は
と
く
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

後
者
の
う
ち
、

ωの
元
和
一
五
年
(
八
二

O
)
の
記
事
は
、
杜
佑
が
元
和
七
年
(
八
二
一
〉
に
渡
し
て
い
る
た
め
彼
の
死
後
の
こ
と
に
な
り
、

玉
井
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
後
世
の
別
人
の
加
筆
と
断
定
で
き
る
。
ま
た
最
後
の
伺
の
二
つ
の
鯨
名
に
つ
い
て
は
、
『
新
唐
書
』

巻
四
三
上
、
地
理
志
に
「
元
和
後
置
」
と
あ
る
の
で
、
杜
佑
も
し
く
は
別
人
に
よ
る
補
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
さ
ら
に

関
連
史
料
を
調
査
し
て
い
く
と
、
楽
史
の
『
太
卒
嚢
字
記
』
に
は
、

た
だ只
嘉
寧
・
承
化
の
二
勝
有
り
。

珠
線
価
脚
。
貞
元
録
を
按
ず
る
に
、

〈

却

)

か
に
せ
ず
。

と
あ
る
の
で
、
楽
史
〈
九
三
0
1
一
O
O七
)
が
『
太
卒
蜜
字
記
』
を
編
纂
し
た
時
黙
(
一

O
世
紀
末
)
で
は
、

ま
た

『
逼
典
』

・
開
元
録
に
叉
新
昌
有
り
。

其
の
徐
は
未
だ
置
く
所
を
詳
ら
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昌
の
三
鯨
の
み
が
記
さ
れ
、

ほ
か
の
嵩
山
・
珠
総
の
二
燃
は
ま
だ
付
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
通
典
』
に
は
嘉
寧
・
承
化

・
新

そ
う
す
る
と
、

「
嵩
山

珠
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緑
」
の
四
字
は
、
北
宋
時
代
、
し
か
も
『
太
卒
安
字
記
』
編
纂
以
後
の
加
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
表
2
の
七
個
す
べ
て
の
事
例
が
別
人
の
加
筆

な
ら
ば
A
読
も
成
り
立
つ
絵
地
は
あ
る
が
、
た
だ
川
W
J
ω
の
貞
元
年
聞
の
四
つ
の
事
例
は
、

一
定
の
ま
と
ま
司
た
内
容
を
ふ
く
む
記
事
で
あ
る

か
ら
、

は
じ
め
か
ら
社
佑
の
手
に
よ

っ
て
記
載
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
営
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
を
後
世
の
増
入
と
す
る
の
は
不

自
然
な
解
樺
と
い
わ
ざ
る
を
得
。す
、
貞
元
一

O
年
以
降
も
杜
佑
に
よ
る
補
訂
作
業
は
績
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

や
は
り
A
設
は
否
定
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
根
擦
と
な
る
表
1
中
の
三
つ
の
史
料
が
否
定
さ
れ
な
い
以
上
、
結
論
と
し
て
は
、

や
は
り
支
持
者
が
多
い

B
説
の
貞
元
一
七
年
一

O
月

が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

上
献
前
後
の
杜
佑
を
め
ぐ
る
朕
況

今
日
で
は
、

杜
佑
は
『
通
典
』
の
編
者
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
、

唐
代
に
お
け
る
傑
出
し
た
事
者
・
歴
史
家
と
し
て
評
債
さ
れ
て
い
る
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が
、
同
時
に
彼
は
、
徳
宗
・
順
宗
・
憲
宗
の
三
代
に
わ
た
り
宰
相
の
地
位
を
占
め
た
大
官
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
お
も
な
職
務
の
範
圏
は
、
彼
の

官
歴
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、

そ
の
重
要
性
が
顕
著
に
な
っ
た
銭
穀
・
輔
運
・
盟
織
な
ど
の
財
務
行
政
で
あ
司
た
。
彼
は
純
計
四
十
年
以
上
も

(

幻

)

地
方
官
を
つ
と
め
、
各
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
見
事
な
行
政
手
腕
を
護
揮
し
て
い
る
。
と
く
に
、
中
央
に
復
蹄
し
て
検
校
司
空
・
問
中
書
門
下
卒
-
章

検
校
雄
部
向
書

・
兼
揚
州
長
史
・
准
南
節
度

事
と
な
る
ま
で
、
貞
元
五
年
(
七
八
九
)
か
ら
貞
元
一
九
年
(
八

O
三
)
ま
で
の
一
四
年
間
徐
り
、

使
と
し
て
准
南
一
帯
の
軍
政
・
民
政
に
あ
た

っ
た
。
江
准
地
方
の
中
一
核
で
あ
る
准
南
遁
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
唐
朝
に
と
っ
て
雨
税
や
盟
税
に

か
か
わ
る
税
糧

・
専
貰
品
の
供
給
地
と
し
て
と
り
わ
け
重
要
な
財
源
地
帯
で
あ

っ
た
。
治
所
の
江
都
、
す
な
わ
ち
揚
州
は
、
漕
運
路
に
お
け
る

(

勾

)

交
通
の
枢
要
の
地
に
位
置
し
た
北
方
向
け
の
物
資
の
大
集
散
地
で
あ
っ
て
、
園
際
交
易
都
市
と
し
て
も
繁
盛
を
き
わ
め
た
。
唐
朝
の
生
命
線
を

管
轄
す
る
東
南
地
方
の
大
落
、
そ
れ
が
准
南
節
度
使
で
あ
っ
た
。
『
通
典
』
編
纂
嘗
初
の
大
暦
三
年
(
七
六
八
)
閏
六
月
か
ら
同
六
年
(
七
七

一
〉
八
月
ま
で
、

さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
杜
佑
は
章
元
甫
の
幕
職
官
と
し
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
が
、

今
度
は
杜
佑
み
ず
か
ら
が
節
度
使
と
し
て



着
任
し
た
わ
け
で
あ
る
。

彼
が
節
帥
と
し
て
揚
州
に
あ
っ
た
時
期
は
、
河
北
に
税
糧
を
迭
人
一う
に
も
阜
魁
や
水
害
が
絶
え
ず
、
さ
ら
に
は
漕
運
路
上
の
休
州
や
徐
州
な

ど
で
し
ば
し
ば
軍
凱
が
起
こ
り
、
苦
難
の
連
績
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
拭
況
で
も
、
彼
は
不
必
要
な
軍
事
行
動
は
な
る
べ
く
避
け
、
む
し
ろ
穀

物
生
産
の
増
加
と
兵
馬
の
整
備
に
よ
る
民
生
の
安
定
に
カ
を
注
い
だ
。
全
躍
と
し
て
み
れ
ば
、
杜
佑
の
施
政
内
容
は
、
朕
況
の
襲
化
に
臆
じ
た

(
お
)

柔
軟
な
政
策
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
遁
典
』
上
献
の
貞
元
一
七
年
前
後
も
杜
佑
は
准
南
節
度
使
と
し
て
揚
州
に
赴
任
し
て
い
た
。
貞
元
二
ハ
年
(
八
O
O
)
に
は
徐
州
(
現
・
江

蘇
省
銅
山
豚
)
で
落
鎮
の
動
凱
が
起
こ
り
、

杜
佑
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

嘗
時
の
朕
況
を
物
語
る
史
料
と
し
て
、

つ
νざ
の
ふ

た
つ
の
記
述
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

み
だ

徐
州
節
度
使
張
建
封
の
卒
す
る
や
、
軍
能
る
、
其
の
子
の
惰
を
立
て
て
、
朝
に
請
う
も
、
帝
許
さ
ず
、
乃
ち
詔
し
て
佑
を
検
校
向
書
左
僕

射
・
問
中
書
門
下
卒
章
事
と
し
、
徐
・
澗
に
節
度
し
之
れ
を
討
定
せ
し
む
。
佑
翻
艦
を
具
へ
、
属
絡
の
孟
準
を
遣
わ
し
て
准
を
度
ら
せ
徐

を
撃
た
し
む
も
、
克
た
ず
、
引
き
て
還
る
。
佑
は
出
師
の
腰
掛
焚
に
於
い
て
長
ず
る
所
に
非
ず
、
因
り
て
境
を
固
め
敢
え
て
進
ま
ず
、
乃
ち
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詔
し
て
惰
に
徐
州
節
度
使
を
授
け
、
濠
・
澗
二
州
を
析
き
て
准
南
に
隷
せ
し
む
。

め

己
に
星
紀
を
周
ぐ
ら
す
。
:
:
:
今
則
ち
幸
い
に
も
殊
奨
に
遇
い
、
之
れ
に
専
征
を
委
ね
ら
る
。

臣
某
言
う
、
臣
准
漬
に
守
た
り
し
自
り
、

身
を
以
て
率
先
す
る
は
、
是
れ
臣
の
素
志
な
り
。
況
ん
や
徐
州
の
土
衆
、
本
よ
り
叛
心
無
し
と
聞
く
。
倉
卒
の
開
、
危
疑
し
此
に
至
る
。

(

斜

)

臣
自
ら
彊
場
に
臨
み
、
親
ら
紀
綱
を
領
め
ん
こ
と
を
請
う
。

つ
ま
り
、
貞
元
二
ハ
年
、
徐
州
の
武
寧
軍
節
度
使
の
張
建
封
の
死
後
、
そ
の
後
任
を
め
ぐ
り
紛
争
が
生
じ
、
地
元
の
軍
兵
に
よ
っ
て
、
唐
朝

が
あ
て
た
後
任
者
の
意
夏
卿
が
担
杏
さ
れ
、
張
建
封
の
息
子
の
張
惰
が
推
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
唐
朝
は
貞
元
年
間
初
頭
か
ら
、
河
南
や

江
南
、
と
り
わ
け
江
准
か
ら
の
漕
運
路
に
沿
っ
た
藩
鎮
を
細
分
化
し
て
力
を
そ
ぎ
、
総
選
路
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
兵
力
と
財
力
を
兼
備
し

(
お
〉

た
い
わ
ゆ
る

「擢
力
志
向
型
」
藩
鎮
の
出
現
に
尋
常
な
ら
ぬ
警
戒
心
を
も
っ
て
い
た
。
徐
州
は
そ
う
し
た
藩
鎮
の
典
型
で
あ
っ
た
か
ら
、
徳
宗

133 
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が
後
任
者
と
し
て
張
惰
を
許
可
す
る
は
ず
も
な
く
、
逆
に
徐
州
の
武
力
討
伐
の
詔
敷
が
杜
佑
に
く
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
杜
佑
は
、
部
下

の
孟
準
を
先
鋒
と
し
て
涯
遣
し
た
も
の
の
、
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
守
備
固
め
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
討
伐
の
命
を

受
け
た
澗
州
刺
史
の
張
伍
も
潜
運
路
の
要
所
、
楠
橋
で
大
敗
し
た
の
で
、
杜
佑
は
自
分
が
現
場
を
指
揮
し
て
戦
う
こ
と
を
要
請
し
つ
つ
も
、
反

観
軍
に
敵
意
が
な
い
こ
と
を
述
べ
、
む
し
ろ
不
必
要
な
戦
い
は
避
け
る
よ
う
、
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

や
が
て
唐
朝
は
仕
方
な
く
、
張
惰
を
徐
州
園
練
使
に
あ
て
て
妥
協
を
は
か
り
、

五
月
に
起
こ

っ
た
こ
の
軍
凱
は
、
九
月
に
は
沈
静
化
に
轄
ず

る

張
情
に
後
任
の
地
位
を
約
束
す
る
い
っ
ぽ
う
、
杜
佑
が
准
南
節
度
使
に
加
え
て
澗
・
濠
州
の
観
察
使
を
兼
任
し

て
、
武
寧
軍
節
度
使
の
管
轄
範
簡
を
縮
小
さ
せ
る
方
向
で
決
着
し
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
、
安
定
し
た
時
期
を
迎
え
た
の
で
あ

一
一
月
二
九
日
に
は
、

っ
た
。こ
の
前
後
に
社
佑
は
多
く
の
文
書
を
朝
廷
と
や
り
と
り
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
上
表
は
「
請
朝
観
表
」
で
あ
る
。
こ
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う
し
た
上
表
文
は
、
今
日
、
二
種
類
の
文
書
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
の
貞
元
二
ハ
年
末
の
上
表
に
は
、

臣
某
言
う
、
臣
聞
く
臣
の
君
に
事
う
る
に
は
、
犯
す
有
り
て
隠
す
こ
と
無
か
れ
と
。
:
:
・
復
た
朝
奨
を
加
え
ら
れ
、
藩
を
外
府
に
作
す
。

た
が

速
く
輩
下
に
遣
う
こ
と
、
十
有
四
年
。
准
演
に
俗
守
た
る
こ
と
、
今
に
逮
ぶ
や
一
紀
な
り
。

:
縞
位
時
久
し
く
、
賢
を
妨
げ
惚
ず
る
こ

め

と
深
し
。
況
ん
や
歴
官
巳
来
、
四
十
八
考
な
り
。
祇
だ
朝
謁
を
奉
じ
、
時
は
二
周
を
纏
ぐ
る
。
:
:
:
早
に
揮
人
を
賜
い
、
臣
と
交
代
な
さ

う

れ

わ

が

れ
よ
。
授
受
の
際
、
虞
う
可
き
無
き
を
翼
う
。
然
る
後
に
脂
車
、
京
輩
に
奔
赴
せ
ん
。
・
臣
頃
ご
ろ
戎
務
の
方
に
蹴
ん
な
る
を
以
て
、

み

だ

は

狼
り
に
宰
輔
に
加
え
ら
る
。
今
既
に
事
罷
わ
り
、
買
に
此
の
名
に
恕
ず
。
藩
鎮
を
有
つ
こ
と
時
を
同
じ
う
す
る
が
魚
に
、
未
だ
敢
へ
て
睦

(

お

)

し
く
印
綬
を
上
ら
ず
。

こ
の
年
か
ら
『
通
典
』
を
上
献
し
た
貞
元
一
七
年
(
八

O
一
)
に
か
け
て
、

い
る
が
そ
の
任
で
な
い
と
謙
遜
し
つ
つ
、
准
南
節
度
使
と
し
て
の
任
期
も
す
で
に
一

O
年
を
越
え
て
長
い
の
で
、
交
代
し
首
都
に
締
り
た
い
と

希
望
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
権
徳
輿
撰
「
杜
岐
公
准
南
遺
愛
碑
銘
井
序
」
に
、

と
あ
り

さ
き
の
軍
観
を
き
っ
か
け
に
宰
相
の
地
位
を
検
校
し
て



し
よ
う

鎮
に
居
る
こ
と
十
三
年
、
観
謁
を
修
め
ん
こ
と
を
願
い
、
奔
-
章
十
た
び
上
り
、
西
郷
惜
し
て
は
沸
涙
せ
り
。
上
其
の
縫
を
難
じ
、
慰
勉
す
る

お
も

の
み
。
公
以
え
ら
く
職
を
述
べ
る
は
人
を
庇
す
る
に
在
り
、
忠
を
納
れ
る
は
賢
を
薦
む
る
に
在
り
、
と
。
密
か
に
疏
し
て
王
公
(
王
鍔
)
を

(

幻

)

以
て
代
と
魚
し
、
詔
し
て
之
れ
が
或
と
矯
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
り
、
何
度
も
上
表
し
て
変
代
を
願
い
綾
け
て
い
る
の
に
、
適
切
な
後
縫
者
が
い
な
い
と
難
色
を
示
す
皇
帝
に
劉
し
、

王
鍔
と
い
う
後
任
侯

補
者
ま
で
推
奉
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
き
の
徐
州
で
の
事
例
の
よ
う
に
、
准
南
と
て
も
必
ず
し
も
中
央
の
も
く
ろ
み
ど
お
り
に
、
節
度
使
が
継
承
さ
れ
る
確
誼
は
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
杜
佑
の
変
代
に
よ
り
新
た
に
動
揺
が
生
じ
な
い
か
、

ま
た
後
任
と
し
て
適
格
な
人
材
を
見
出
し
う
る
の
か
と
い
う
危
倶
が
、
准
南
と
い

う
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
る
だ
け
に
、
朝
廷
側
に
は
営
然
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

張
園
剛
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
東
南
諸
藩
鎮
に
お
け
る
節
度
使
の
卒
均
在
任
期
聞
は
、

ふ
つ
う
三
年
に
も
満
た
な
い
こ
と
、
ま
た
最
も
長
い

(

お

〉

そ
れ
ぞ
れ
卒
均
三
・
五
年
と
三
・
六
年
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
財
源
地
帯
で
あ
る
江
准
地
方
の
節
度
使
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都
岳
節
度
使
と
准
南
節
度
使
で
も
、

に
劃
し
て
は
、
中
央
か
ら
の
分
離
・
濁
立
を
恐
れ
、

お
も
に
宗
室

・
門
閥
貴
族

・
科
穆
出
身
の
文
官
を
任
命
し
、
な
る
べ
く
そ
の
任
期
を
短
縮

(m) 

し
て
、
土
着
的
な
勢
力
に
な
ら
な
い
よ
う
唐
朝
は
常
に
配
慮
し
て
い
た
と
い
う。

と
す
れ
ば
、
や
は
り
杜
佑
の
一
四
年
と
い
う
在
任
期
聞
は
、

異
例
の
長
さ
と
い
え
よ
う
。
事
質
、
唐
末
の
混
飽
期
を
の
ぞ
く
と
、

」
の
年
数
は
歴
代
准
南
節
度
使
の
最
長
の
在
任
期
間
と
な
ア
た
。
も

っ
と

も
、
こ
の
人
事
は
、

そ
の
職
責
の
重
要
性
か
ら
し
て
、
逆
に
杜
佑
に
劃
す
る
中
央
政
府
の
信
頼
度
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
杜
佑
も
皇
帝
の
信
任
の
厚
さ
に
は
十
分
に
感
謝
し
つ
つ
、

そ
れ
で
も
な
お
任
期
が
特
異
な
年
数
に
わ
た

っ
て
い
る
と
強
調
し
、
速
や

か
に
中
央
に
も
ど
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

杜
佑
の
こ
う
し
た
要
請
ど
お
り
、
貞
元
一
八
年
(
八

O
二
)

丘
ハ
部
向
書
を
検

や
が
て
杜
佑
に
代
わ
り
節
度
使
に
昇
格
し
た
。
こ
の
よ
う
な
後
任
候
補
の
と
り
な
し
ゃ
引
き
綴

(

m
叫

)

さ
き
に
記
し
た
朝
廷
の
危
倶
を
梯
拭
し
て
、
准
南
節
度
使
の
役
割
で
あ
る
藩
銀
内
部
の
財
富
と
兵
力
の
披
張
、
唐
朝
に
反
抗
す
る

一
O
月
に
決
定
し
た
後
任
者
は

刑
部
向
愛国
の
王
鍔
で
あ
り
、

校
し
准
南
節
度
副
使
兼
行
軍
司
馬
と
な
っ
て
、

135 

ぎ
業
務
も
、
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諸
藩
鎮
の
監
視
と
牽
制
に
、

ひ
と
つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
地
方
官
か
ら
の
引
退

を
決
意
し
、
本
貫
で
も
あ
る
長
安
に
蹄
る
準
備
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
後
年
、
准
南
節
度
使
と
な

っ
た
牛
僧
鶏
の
掌
書
記
と
し
て
、
揚
州
に
赴
い
た
杜
牧
は
、
准
南
節
度
使
の
性
格
に
つ
い
て
、
太
和
八
年

(
八
三
四
〉
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

節
度
使
は
軍
三
高
五
千
人
と
潟
し
、
居
中
二
慮
、

一
千
里
、
三
十
八
城
を
統
制
し
、
天
下
の
前
道
を
護
り
、
諸
道
府
軍
事
の
最
も
重
し
と

掃
す
。
然
る
に
海
塑
に
民
間
り
し
江

・
准
は

津
を
深
く
し
岡
を
横
た
え
、

備
守
堅
険
な
れ
ば

腕
献
難
自
り
己
来
、

未
だ
嘗
て
兵
を
受
け

ず
。
故
に
節
度
使
を
命
ず
る
に
、
皆
道
徳
儒
周
子
を
以
て
し
、
来
る
に
宰
相
を
罷
め
、
去
り
て
は
宰
相
に
登
る
。
:
:
:
貞
元
・
元
和
自
り
巳

(引む

来
、
大
抵
多
く
は
此
の
如
し
。

准
南
節
度
使
の
任
売
に
関
す
る
杜
牧
の
コ
メ
ン
ト
が
、

(
幻
)

お
お
む
ね
間
違
い
な
い
こ
と
は

表
3
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
節

po 
q
d
 

τ
i
 

帥
は
す
べ
て
文
官
で
、
貞
元
年
開
以
後
に
は
問
中
醤
門
下
卒
意
事
で
あ
っ
た
者
が
就
任
し
た
り
、
退
任
後
は
宰
相
に
昇
る
事
例
が
複
数
確
認
で

(
m山
)

き
る
。
と
く
に
節
度
使
退
任
後
、
中
央
に
宰
相
と
し
て
蹄
り
咲
く
と
い
う
遜
轄
パ
タ
ー
ン
の
先
鞭
を
つ
け
た
人
物
こ
そ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
社
佑
で

あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
彼
は
や
曲
時
す
で
に
六
七
歳
で
あ
り
、
政
界
か
ら
引
退
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、

(
鈍
〉

政
に
重
大
な
役
割
を
捨
う
准
南
節
度
使
と
い
う
大
任
を
果
た
し
終
え
、
首
都
長
安
で
宰
相
と
し
て
中
央
政
治
に
参
董
す
る
と
い
う
、

園
家
の
財

さ
き
に
示

し
た
社
牧
の
い
う
遜
轄
ル
l
ト
は
、

」
の
杜
佑
の
代
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、

彼
の
畢
生
の
慶
尚
成

果

『
通
典
』
が
上
献
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
績
く
彼
の
一
連
の
活
動
と
し
て
、

貞
元
一
八
年
(
八

O
二
)
の
春
よ
り
着
手
し
た
『
理
道
要
訣
』

の
編
纂
が
注
目
さ
れ
る
。

」
れ
は

後
述
す
る
よ
う
な
『
通
典
』
の
高
い
評
債
に
支
え
ら
れ
て
か

『
、
通
典
』
二
百
巻
の
主
要
部
分
を
剛
約
し
、
閲
覧
に
便
利
な
よ
う
に
あ
ら
た
め

て
編
纂
し
直
さ
れ
た
書
物
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
を
解
説
し
た
文
献
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
が
み
え
る
。

『
理
道
要
訣
』
十
巻
。

唐
の
宰
相
杜
佑
撰
、

九
そ
三
十
三
篇
な
り
。

皆
問
答
の
欝
を
設
け
、

末
の
二
巻
は
古
今
の
異
制
を
記
す
。
蓋
し



表
3節

准
南
節
度
使
交
代
表
(
穆
宗
朝
ま
で
〉

帝

七
五
六
年
(
至
徳
元
)

七
五
七
年
(
至
徳
二
)

七
六
一
年
(
上
元
二
)

七
六
一
年
(
上
元
二
)

七
六
八
年
(
大
暦
三
)

七
七
一
年
(
大
暦
六
)

七
七
三
年
(
大
暦
八
〉

七
八
四
年
(
輿
元
元
)

七
八
九
年
〈
貞
元
五
〉

七
八
九
年
(
貞
元
五
〉

八
O
=一
年
(
貞
元
一
九
)

八
O
八
年
(
元
和
一
ニ
)

八一

O
年
(
元
和
五
)

八
一
七
年
(
元
和
二
一
)

八
一
八
年
(
元
和
一
一
一
一
〉

八
二
二
年
(
長
慶
二
)

八
二
二
年
(
長
慶
二
〉

高

適
鄭
景
山

王

瑛

雀

園
章
元
甫

張
延
賞

陳
少
遊

杜

亙

寅

観

杜

佑
王

鍔

李
吉
甫

李

郎
衡
次
公

李
夷
簡

裳

度
王

播
自由

粛

宗
U
H
 

代

宗
徳

宗
憲

宗

H
H
 

穆

宗

就

任

年

代

期5 1 4 1 7 2 5 14 1 5 11 2 3 7 1 4 1 
年月年年年年年年月年年年年年月年年 関

諌
議
大
天

育
費
節
度
使

刑
部
向
書

扮
州
刺
史

街
書
右
丞

御
史
大
夫

新
東
節
度
使

刑
部
侍
郎

戸
部
侍
郎

侠
貌
観
察
使

准
南
節
度
副
使

中
書
侍
郎

・
同
卒
一軍
事

刑
部
向
書

向
書
左
丞

黄
門
侍
郎
・
同
卒
章
事

東
都
留
守

中
書
侍
郎
・
同
卒
一
軍
事

皇

就

任

前

の

職

よ

(

お

)

『
逼
典
』
中
於
り
撮
要
し
、
以
て
人
主
の
観
覧
に
便
な
ら
し
む
。

ま
た
こ
の
書
の
序
文
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

多
く
規
諌
を
主
に
し
て
憧
要
を
略
く
。
臣
頗
る
政
理
を
探
り
、
痛
か
に
始

六
は
封

137 

佑
の
自
序
に
日
く
、
隔
の
李
文
博
の
『
理
(
治
〉
道
集
』
は
、

終
を
究
め
、
遂
に
問
答
に
悟
り
、

異
を
方
ベ
て
護
明
す
。

第
一
よ
り
第
三
に
至
る
は
食
貨
、

四
は
選
傘
・
命
官
、

退

後

任

の

太
子
少
危
事

向
書
左
丞

幅
削
東
節
度
使

検
校
向
書
左
僕
射

剤
南
節
度
使

東
都
留
守
・
都
防
禦
使

検
校
司
空
・
同
卒
章
事

向
書
左
僕
射

中
室田
侍
郎
・
同
卒
章
事

実
門
侍
郎
・
同
卒
章
事

検
校
右
僕
射
・
太
子
少
師
・
分
司
東
都

守
司
徒
・
同
卒
一
軍
事

倫
書
左
僕
射
・
同
卒
章
事

職!

4首す
ぐ
に
病
死

病

死

病病

死
一
時
、
李
復

病

五
は
櫨
数
、

考

-137-

死死
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建
・
州
郡
、

(

お

)

七
は
兵
・
刑
、
入
は
溢
防
、
九
十
は
古
今
異
制
の
議
な
り
、
と
。

『
理
道
要
訣
』
は
、
供
書
で
現
在
に
停
わ
ら
ず
、

わ
ず
か
に
王
雁
麟
の
『
園
事
紀
聞
』
巻
五
・
六
に
、

そ
の
内
容
の
一
部
を
窺
え
る
だ
け
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
審
物
の
編
纂
の
趣
旨
や
篇
自
の
立
て
方
か
ら
、

者
に
直
接
、
役
立
て
よ
う
と
す
る
杜
佑
の
意
闘
を
容
易
に
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、

『
通
地
ハ
』
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
出
し
て
簡
便
な
問
答
韓
と
し
、
震
政

こ
う
し
た
書
物
の
編
纂
に
も
、
彼
の
政
治
に

以
上
、

到
す
る
意
欲
と
朝
廷
へ
の
心
配
り
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
通
典
』
上
献
前
後
の
朕
況
を
時
代
順
に
整
理
す
る
と
、

表

4
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
『
通
典
』
上
献
前
後
に
お
け
る
社
佑
の
朕
況
と
活
動

事

項

表
4 貞貞貞 貞貞貞

7じ フじ フ巳 7cフEフE
ij ~ ~ - ~ - ~ - ~ ~ ~ -ー
九八七 六八七
年年年 年年年
/ー、 r、 r、〆目、〆向、/、
八八八 八七七
0 0 0 8九九
、ーノ 、ーノ 、ーノ 、ーノ、../、ーノ

代
夏秋五

月
一
五
日

六
月
九
日

一
一
月
二
九
日

一
一
一
月
頃

一
月
頃

一
O
月一

一
一
日
?

一
月
か
ら
一一一月頃

一
O
月
四
日

一
月
か
ら
四
月
頃

二
月

一
八
日

二月一一一
一一
日

三
月
一
日

滋
南

一
帯
に
皐
帥
泌
が
お
そ
う

江

・
准
一
帯
に
洪
水
が
お
そ
う

徐
州
で
張
惰
ら
の
軍
凱
は
じ
ま
る

問
中
書
門
下
卒
章
事
を
加
え
ら
れ
、

徐

・
泊

・
濠
の
三
州
を
様
知
す
る

翻
・
濠
観
察
使
に
正
式
に
就
任

「詩
朝
観
表
」
を
提
出

『
逼
典
』
を
上
戯

『
理
道
要
訣
』
の
編
纂
に
着
手

王
鍔
が
検
校
兵
部
品
問
書

・
准
南
節
度
副
使

・
行
軍
司
馬
に
就
任

符
載
ら
が

「滋
南
節
度
使
潮
陵
公
社
佑
骨
局
員
讃
」
を
作
成

『
理
道
要
訣
』
を
上
献

長
安
に
腕
還

検
校
司
空

・
問
中
書
門
下
卒
章
事
と
な
る

。oqo 



表
4
を
あ
ら
た
め
て
な
が
め
る
と
、

『
遁
典
』
が
上
献
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
よ
う
。

り
徐
州
の
軍
凱
に
よ
る
緊
張
が
緩
和
し
、
そ
の
事
後
昆
理
に
も
見
通
し
が
立
っ
た
の
を
契
機
に
、
准
南
節
度
使
と
し
て
の
高
い
貫
務
貫
績
を
背

景
と
し
て
、
任
期
超
過
の
現
肢
を
訴
え
つ
つ
、
同
時
に
ま
た
後
任
候
補
者
を
も
手
配
す
る
と
い
う
、
そ
の
入
念
な
手
順
の
経
過
が
明
ら
か
に
な

入
朝
の
た
め
の
周
到
な
準
備
期
間
中
に
、

ペコ
ま

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
翌
年
か
ら
引
き
績
く
『
理
道
要
訣
』
の
編
纂
・
上
献
も
、
皇
帝
一
や
そ
れ
を
取
り
ま
く
宮
廷
官
僚
に
配
慮
し
た
行
動
で

あ
る
の
を
融
合
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
目
的
が
中
央
政
府
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
緊
密
に
す
る
た
め
に
あ
っ
た
と
剣
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

震
で
あ
っ
た
。

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
ニ
書
の
上
献
は
、
進
南
に
あ
っ
て
新
た
な
政
治
活
動
の
展
開
を
目
指
す
、
杜
佑
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
と
も
い
え
る
行

『
逼
典
』
の
上
献
は
、

『
理
道
要
訣
』
の
編
纂
・
上
献
と
と
も
に
、
杜
佑
の
政
治
的
な
貫
践
活
動
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
直
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
逼
典
』
は
、
上
献
さ
れ
た
嘗
初
よ
り
か
な
り
の
評
債
を
得
た
よ
う
で
、
朝
廷
に
保
管
さ
れ
、

か
つ
贋
く
土
人
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ

-139ー

四

司
、
逼
典
』
の
評
債
と
反
響

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

お
も
む

貞
元
十
七
年
、
准
南
自
り
人
を
し
て
闘
に
詣
き
之
れ
を
献
ぜ
使
め
て
、

よ
み

日
く
:
:
:
。
優
詔
し
て
之
れ
を
嘉
し
、
命
じ
て
書
府
に
臓
せ
し

た

U
E
E
ろ

(

幻

)

む
。
其
の
書
大
い
に
時
に
惇
わ
り
、
嘩
繁
刑
政
の
源
は
、
千
載
に
諸
れ
を
掌
に
指
す
が
如
く
、
大
い
に
士
君
子
の
稿
す
る
所
と
震
る
。

と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
わ
か
る
し
、
ま
た
、
杜
佑
の
事
問
上
の
名
撃
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
ふ
た
つ
の
史
料
が
あ
る
。

お
よ

公
名
は
保
、
字
は
、
氷
裕
、
故
の
丞
相
岐
園
公
の
孫
な
り
。
岐
公
弼
す
る
こ
と
三
一
帝
に
譜
び
、
碩
奉
天
下
に
冠
た
り
、
嘗
て
書
を
著
す
こ
と

す

二
百
徐
篇
、
瞳
祭
刑
政
、
古
今
の
損
盆
を
言
い
、
名
を
統
べ
て
『
逼
典
』
と
日
い
、
醸
し
て
石
室
に
在
り
、
副
い
て
人
聞
に
行
わ
る
。

(

叩

叫

)

我
が
烈
租
の
司
徒
岐
園
公
(
杜
佑
)
・
越
園
公
李
公
〈
李
士
口
甫
)
、
貞
元
・
元
和
の
時
に
嘗
た
り
て
、
儒
聞
学
術
業
天
下
に
冠
た
り
:
:
:
。

139 

杜
佑
の
奉
者
と
し
て
の
地
位
が
大
い
に
高
ま
り
、
後
々
ま
で
稽
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
十
分
に
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ま
た

『
遁
血
ハ
』
は
九
部
門
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
は
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

大
暦
己
後
、
撃
を
専
ら
に
す
る
者
に
察
贋
成
は
『
周
易
』
、
強
豪
は
『
論
語
』
、
暁
助
・
越
匡

・
陸
質
は
『
春
秋
』
・
:
:
・
有
り
。
其
の
徐
地

(

鈎

)

理
は
則
ち
買
僕
射
(
買
耽
〉
、
丘
ハ賦
は
則
ち
社
太
保
(
社
佑
〉
、
故
事
は
則
ち
蘇
晃

・
務
川
入
:
:
:
。

と
あ
り、

と
り
わ
け
「
兵
賦
」
、
す
な
わ
ち
軍
事
関
係
の
部
門
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
文
中
に
、

地
理
阜
の
碩
撃
と
し

て
そ
の
名
が
み
え
る
買
耽
は
、
『
通
典
』
上
献
の
直
前
、

(

川

制

)

逃
』
四

O
谷
を
上
献
し
て
い
る
。
杜
佑
に
は
徳
宗
よ
り
袈
美
こ
そ
下
賜
さ
れ
な
か
?
た
が
、
こ
の
史
料
が
示
唆
す
る
と
お
り
、
三
十
年
近
く
の

年
月
を
傾
け
地
理
書
を
著
し
た
宰
相
の
買
耽
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
評
債
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
『
通
典
』
の
ほ
う
は
、
今
日
ま
で

貞
元
一
七
年
一

O
月
(
甲
戊
〉

一
五
日
に
『
海
内
華
夷
園
』

・
『
古
今
郡
園
燃
道
四
夷

各
種
の
版
本
が
流
停
し
、
貴
重
な
史
料
と
し
て
傘
重
さ
れ
績
け
て
い
る
の
に
封
し
、
買
耽
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
俸
わ
ら
ず
、

ま
り
留
意
さ
れ
て
い
な
い
の
と
を
比
較
す
れ
ば
、
後
世
へ
の
影
響
の
相
違
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

そ
の
存
在
す
ら
あ

『
通
典
』
と
い
う
大
著
を
朝
廷
に
奉
呈
す
る
と
い
う
事
問
的
な
功
業
は
、
彼
の
政
治
家

・
財
務
官
僚
と
し
て
の
世
評
の
高
ま
り
に
も
好
影
響

-140ー

じ
っ
さ
い
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
上
献
を
へ
て
彼
の
名
撃
は
ひ
と
つ
の
ピ

l
ク
を
迎
え
る
の
で
あ
司
た
。
そ

(
H
U
〉

う
し
て
、
こ
の
後
も
略
年
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
中
央
政
界
を
舞
蓋
に
彼
の
政
治
活
動
は
、
九
年
聞
に
も
わ
た
り
縫
績
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

安
史
の
蹴
以
来
、
激
動
す
る
祉
舎
の
鑓
化
に
劉
臆
す
べ
く
、
園
家
統
治
の
原
理
を
根
本
的
に
間
い
直
す
新
し
い
思
想
の
枠
組
み
が
、
杜
佑
の

を
興
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

時
代
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
要
請
が
『
逼
典
』
の
出
現
を
う
な
が
し
、

そ
の
編
纂
の
あ
り
方
を
も

方
向
づ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
通
典
』
が
評
領
さ
れ
た
わ
け
は
、
獲
動
す
る
祉
舎
を
い
か
に
統
制
し
て
、
新
し
い
秩
序
と
園
政
の
在
り
方

を
樹
立
す
べ
き
か
、

そ
れ
を
模
索
す
る
矯
政
者
た
ち
の
切
買
な
一
一

l
ズ
に
、

た
え
う
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

お

オっ

り

従
来
、

『
通
典
』

・
『
通
志
』
・
『
文
献
通
考
』
は
、

一
括
し
て
コ
ニ
遁
」
と
稽
さ
れ
て
き
た
が
、

『
逼
典
』
の
編
纂
と
上
献
の
過
程
は
、

『逼



志
』
の
鄭
樵
・
『
文
献
遁
考
』
の
馬
端
臨
ら
と
は
異
な
る
杜
佑
の
固
有
の
立
場
を
如
質
に
反
映
し
て
い
る
。
『
通
血
ハ
』
の
編
纂
こ
そ
は
、
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
杜
佑
の
長
期
間
に
わ
た
る
地
方
官
・
中
央
官
と
し
て
の
政
治
責
践
の
一
環
し
て
推
進
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
そ
の

馬
端
臨
も
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
り
、

縮
決
算
と
し
て
の
上
献
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
行
筋
で
あ
っ
た
。
詳
細
な
比
較
は
別
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
南
宋
の
鄭
樵
も
元
の

と
撰
述
に
専
念
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 ま
し
て
や
宰
相
に
ま
で
昇
り
つ
め
朝
廷
に
優
遇
さ
れ
た
な
ど
と
い
う
経
歴
は
な
く
、
む
し
ろ
挙
問

(

位

)

そ
の
序
で
杜
佑
自
身
が
記
す
よ
う
に
、
皐
な
る
歴
史
書
の
編
纂
と
い

『
遁
典
』
の
ば
あ
い
、

う
事
術
的
・
文
化
的
な
営
み
で
は
な
く
、
編
纂
の
ク
始
末
。
そ
れ
自
瞳
が
、
彼
の
震
政
者
と
し
て
の
質
践
活
動
と
一
睡
と
な
っ
て
結
び
つ
い
て

い
た
貼
こ
そ
、
ほ
か
の
二
書
と
は
異
な
る
最
も
本
質
的
な
特
徴
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
研
究
の
方
向
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
思
想
内
容
の
比
較
ば
か
り
で
な
く
、

コ
ニ
逼
」
の
成
立
過
程
に
お
け
る
各
編
者
を
め
ぐ

る
時
代
朕
況
の
分
析
も
、
三
書
の
性
格
の
探
求
に
不
可
飲
に
な
っ
て
く
る
。
と
く
に
『
逼
典
』
の
編
纂
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
よ
り
具
睦
的
に

は
、
第
一
段
階
の
草
稿
完
成
か
ら
上
献
ま
で
、
す
な
わ
ち
建
中
年
聞
か
ら
貞
元
年
聞
に
増
補
さ
れ
た
記
事
を
個
別
に
吟
味
す
る
作
業
も
首
面
の

課
題
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二
段
階
の
過
程
を
へ
た
編
纂
が
、
全
瞳
の
配
列
や
記
事
内
容
に
、
ど
の
よ
う
な
特
質
と
影
響
を

-141-

興
え
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
と
と
も
大
切
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

附
表

年

諮

社

141 

代粛玄

11 

-= -= -= 万て刀て 刀て

七
三
五
年
(
関
元
二
三
〉

七
五
二
年
(
天
賓
一
一
)

七
五
六
年
(
至
徳
元
)

七
六
六
年
〈
大
暦
元
〉

皇

年

需

代

事

跡

年

齢

社
佑
生
ま
れ
る

蔭
に
よ
り
済
南
参
軍
事
・
制
御
豚
丞

意
元
甫
の
幕
職
官
と
な
る

『
、
通
典
』
の
編
纂
は
じ
め
る

一
歳
八
歳
三
歳
三
歳
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11 It ，y
 

J
 

徳

宗

，，， /
 

μw 
f
 
i' 

順

宗h
H
 

憲

宗

七
六
八
年
(
大
暦

七
七
二
年
(
大
暦

七
七
九
年
(
大
暦
一
四
)

七
八

O
年
(
建
中
元
)

七
八
一
年
〈
建
中
二
〉

七
八
二
年
(
建
中
三
)

七
八
四
年
(
興
元
元
)

七
八
七
年
(
貞
元

一二
)

七
八
八
年
(
貞
元
四
)

七
八
九
年
(
貞
元
五
)

八
O
O年
(
貞
元
一
ム
ハ
)

八
O
一
年
(
貞
元
一
七
〉

八
O
三
年
(
貞
元
一
九
)

八
O
五
年
(
貞
元
二
一
)

八
O
六
年
(
元
和

八
O
七
年
(
元
利

八
一
二
年
(
元
和

、J七七二元
'--'、--''-ノ

一 六一四七三一三 O六 二 六五三五四一一三
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

検
校
主
客
員
外
郎

こ
の
頃
に
李
翰
の
「
遁
典
序
」
で
き
る

工
部
郎
中
・
江
准
青
苗
使
・
撫
州
刺
史
・
御
史
中
丞

・
容
管
経
略
使

こ
の
頃
に
『
遁
典
』
の
編
纂
す
す
む

金
部
郎
中

江
准
水
陸
鱒
運
使

漕
路
の
獲
更
を
提
案
剣
度
支

・
戸
部
侍
郎

戸
部
の
改
革
を
提
案

借
一
商
銭
令
の
提
案
に
劉
し
返
答

虚
杷
の
た
め
蘇
州
刺
史
の
ち
鏡
州
刺
史

庚
州
刺
史

・
嶺
南
節
度
使

・
業
御
史
大
夫

向
書
左
丞

侠
州
長
史
・
侠
銑
観
察
使

検
校
雄
部
向
書
・
揚
州
長
史
・
准
南
節
度
使

検
校
向
書
左
僕
射
・
問
中
書
門
下
卒
章
事

・
徐
酒
濠
節
度
使

宰
相
賀
耽
『
海
内
牽
夷
闘
』

・
『
古
今
郡
園
田
師
道
四
夷
述
』
を
上
献

検
校
司
空

・
問
中
書
門
下
卒
章
事

掻
家
宰
・
検
校
司
徒

度
支
・
堕
鍛
使

和
雑
を
提
案

司
徒

・
問
中
書
門
下
卒
章
事
・
岐
図
公

致
仕
を
請
う
が
毎
月
三
度
入
朝

金
紫
光
藤
大
夫

・
太
保
で
致
仕

死
亡

『
通
典
』
を
上
献

三
四
歳
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歳

四
五
歳

四
六
歳

四
七
歳

四
八
歳

五
O
裁

五
三
歳

五
四
歳

五
五
歳

六
六
歳

六
七
歳

六
九
歳

七
一
歳

七
二
歳

七
三
歳

七
八
歳

な
お
、
こ
の
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鄭
鶴
聾
『
杜
佑
年
譜
』
、
胸
骨
仲
勉

「
杜
佑
年
譜
補
正
」
、
曾
胎
+
介
護
注
『
杜
佑
』
歴
史
人
物
俸
記
謬
注
お
よ
び
檀
林

東
『
社
佑
評
博
|

|
創
典
制
通
史
索
治
園
良
模
|

|
』
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
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注〈1
)

『
奮
唐
書
』
巻
一
四
七
、
杜
佑
俸
に
、
「
初
開
元
末
、
劉
秩
採
経
史

百
家
之
言
、
取
周
腫
六
官
所
職
、
撰
分
門
書
三
十
五
袋
、
抗
日
『
政

典
』
、
大
信
用
時
賢
務
賞
、
房
瑠
以
震
才
過
劉
更
生
。
佑
得
其
書
、
尋
味

蕨
旨
、
以
信
用
保
目
未
室
、
因
而
康
之
、
加
以
『
関
元
躍
』
・
「
繁
書』、

成
二
百
品位
、
放
免
『
通
典
』
」
と
あ
る
。
な
お
、
劉
秩
は

『
史
通
』
の

撰
者
、
劉
知
幾
の
四
男
で
あ
る
。
ま
た
、
『
通
典
』
進
、
通
血
ハ
表
に
「
臣

既
庸
浅
、
寧
詳
損
盆
、
未
原
其
始
、
莫
暢
其
彩
。
向
績
周
氏
典
躍
、
秦

皇
蕩
滅
不
室
、
或
有
繁
雑
、
且
用
准
葱
」
と
あ
る
。

(
2
〉
『
政
典
』
と
『
逼
典
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
井
之
忠
「
劉
秩
遺

設
考
」
(
『
文
化
』
六
|
一
、
一
九
三
九
年
〉
、
李
之
動
「
論
社
佑
『
通

典
』
輿
劉
秩
『
政
典
』
」
(
『
西
北
大
畢
皐
報
』
〈
哲
皐
祉
曾
科
皐
版
〉

一
九
七
九
|
三
、
一
九
七
九
年
〉
、
陳
光
崇

「
劉
秩
事
縛
考
」
(
『
史
翠

史
研
究
』
一
九
八
三
|
二
、
一
九
八
三
年
。
の
ち
同
氏
『
中
園
史
筆
史

論
叢
』
所
枚
、
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
な
ど
を
参
照
。

李
宗
蜘
耕
民
は
、
『
通
典
』
の
材
料
と
し
て
、
李
林
甫
『
大
唐
六
典
』
、

唐
穎
『
稽
典
』
、
王
彦
威
『
唐
典
』
、
李
延
事
時
『
太
宗
政
典
』
、
高
土
廉

『
文
忠
博
要
』
、
許
敬
宗
『
揺
山
玉
彩
』
・
『
累
壁
』
・
『
東
殿
新
書
』、
欧

陽
詞
『
義
文
類
家
』
、
良
世
南
『
北
堂
書
紗
』
、
張
大
素
『
策
府
』
、
孟

利
貞
『
碧
玉
芳
林
』
、
諸
葛
頴
『
玄
門
賓
海
』
、
張
昌
宗
『
三
数
珠
英
』

(
以
上
、

『新
唐
書
』
萎
文
志
に
み
え
る
〉
を
あ
げ
、
唐
初
か
ら
あ
っ

た
制
度
や
政
治
に
関
す
る
典
籍
と
類
書
を
多
く
利
用
で
き
た
と
さ
れ

る
。
同
氏
『
中
園
歴
史
要
籍
介
紹
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二

年
)
三

O
八
頁
を
参
照
。

(
3
〉
葛
兆
光
氏
は
、
も
っ
ぱ
ら
典
一
軍
制
度
を
記
す
こ
の
種
の
絞
述
は
、

『
周
暖
』
か
ら
『
大
唐
六
曲
官
、
ひ
い
て
は
同
じ
く

『
周
虚
』
に
よ
っ

た
『
政
典
』
に
い
た
る
あ
い
だ
に
徐
々
に
成
熟
し
て
で
き
た
ス
タ
イ
ル

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
物
が
『
通
奥
』
誕
生
の
礎
石
に
な
っ
た
と
指
摘

さ
れ
る
。
同
氏
「
杜
佑
奥
中
唐
史
皐
」
(
『
史
皐
史
研
究
』
一
九
八
一

l
て
一
九
八
一
年
〉
一
二
頁
を
参
照
。
ま
た
、
同
様
の
趣
旨
を
読
く

論
考
に
は
、
陶
懲
嫡
『
中
園
古
代
史
皐
史
略
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
杜
佑
和
唐
後
期
的
史
率
、
二
四
六
J
二
四
七
頁
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
コ
週
典
』
が
通
史
の
鍾
裁
を
採
用
し
た
黙
に
つ
い
て

は
、
内
藤
湖
南
氏
が
「
史
記
は
古
今
を
、
通
じ
て
書
い
た
が
、
漢
書
以
来

史
書
は
断
代
史
で
あ
っ
た
。
此
の
断
代
史
の
出
づ
る
に
及
ん
で
再
び
通

史
の
必
要
を
感
じ
、
六
朝
頃
か
ら
之
が
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
0

・
:
:
此
の
断
代
史
の
志
に
劃
す
る
不
満
は
、
や
が
て
園
家
杜
舎
の
機
関

た
る
べ
き
も
の
の
、
古
来
よ
り
の
由
来
を
明
か
に
し
た
い
と
考
へ
る
や

う
に
な
っ
た
。
此
の
要
求
の
下
に
古
来
か
ら
の
制
度
の
沿
革
を
知
る
震

に
生
れ
た
の
が
通
典
で
あ
る
:
:
:
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
後
掲

論
文
②
を
参
照
。

(

4

)

『
通
曲
吉
本
T

翰
の
遜
典
序
、
『
文
苑
英
筆
』
巻
七
三
七
、
序
三
九
、

『
全
唐
文
』
巻
四
三

O
、
李
翰
一
に
「
故
採
五
経
霊
史
、
上
自
曹
帝
、

至
於
我
唐
天
賓
之
末
、
毎
事
以
類
相
従
、
患
其
始
終
、
歴
代
沿
革
駿
霞

及
嘗
時
霊
士
論
議
得
失
、
廃
不
篠
載
、
附
之
於
事
。
如
人
支
服
、
散
綴

於
盤
。
凡
有
八
門
、
動
成
二
百
巻
、
続
日
『
通
典
』
。
:
:
:
准
南
元
戎
之

佐
日
向
書
主
客
郎
京
兆
杜
公
君
卿
、
雅
有
遠
度
、
志
於
邦
典
、
篤
阻
峰
子
好

古
、
生
而
知
之
。
以
大
暦
之
始
、
質
纂
斯
典
、
累
紀
而
成
。
杜
公
亦
自

信
周
序
引
、
各
冠
篇
首
」
と
あ
る
。

(

5

)

章
元
甫
と
李
華
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
弘
「
唐
中
期
の
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居
士
|

|
李
華
を
中
心
に
|
|
」
(
『
立
正
史
翠
』
六
一
、
一
九
八
七

年
)
、
同
氏
「
安
史
の
飢
に
お
け
る
士
入
居
の
流
徒
」
(『吐
曾
文
化
史

皐
』
一
一一
一
一
一
、
一
九
九
四
年
〉
を
多
照
。
ま
た
、
李
華
・
濁
孤
及
・
機
徳

興

・
劉
属
錫

・
柳
宗
元
な
ど
の
古
文
運
動
の
文
人
た
ち
と
社
佑
の
思
想

と
の
比
較

・
関
連
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
研
究
が
大
い
に
進
展
し
て
き

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
島
一
「
『
、
通
典
』
に
お
け
る
杜
佑
ら
の
議
論
に

つ
い
て
|

|ム
瓦
貨

・
選
穆

・
職
官
を
中
心
と
し
て
|
|
」

(
『
立
命
館

文
暴
』
創
刊
五
百
鋭
記
念
論
集
、
一
九
八
七
年
)
、
同
氏
「
中
唐
期
の
天

人
論
と
杜
佑
の
『
通
典
』
」
(
『
立
命
館
文
皐
』
五

O
六
、
一
九
八
八

年
〉
、
同
氏
「
社
佑
の
三
数
槻
に
つ
い
て
」
(
内
藤
幹
治
編
『
中
図
的

人
生
観
・
世
界
観
』
所
載
、
東
方
書
庖
、
一
九
九
四
年
)
、
お
よ
び
副

島
一
郎
①
「
『
通
典
』
の
史
皐
と
柳
宗
元
」
(
『
日
本
中
園
祭
舎
報
』
四

七
、
一
九
九
五
年
〉
、
同
氏
②

「
中
唐
に
お
け
る
儒
皐
の
演
出
炭
と
そ
の

背
景
」
(
『
集
刊
東
洋
間
学
』
七
七
、
一
九
九
七
年
)
な
ど
を
参
照
。
な

お
副
島
氏
は
、
前
掲
論
文
①
に
お
い
て
、
李
華
と
同
じ
く
古
文
家
の
先

駆
者
で
あ
る
粛
穎
土
が

『
歴
代
通
典
』
と
い
う
編
年
嘘
の
通
史
の
編
纂

を
企
蜜
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
稽
か
ら
『
通
典
』
と

も
何
か
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
考
を
ま
ち
た
い
。

(

6

)

容
仲
勉
氏
は
、
李
翰
の
通
典
序
の
作
成
年
代
を
大
暦
六
年
の
出
来
事

と
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
杜
佑
年
譜
補
正
」
(
『
皐
原
』

二
|
四
、
一

九
四
八
年
。
の
ち
同
氏
「
ヰ
仲
勉
史
皐
論
文
集
』
所
段
、
中
華
書
局
、

一
九
九

O
年
〉
を
参
照
。

(
7
〉
『
焚
川
文
集
』
各
一
、
冬
至
日
寄
小
姪
阿
宜
詩
、
『
文
苑
英
筆
』
巻

二
六
て
詩
一
一
一
に
「
我
家
公
相
家
、
剣
淵
嘗
丁
蛍
。
奮
第
閲
朱

門
、
長
安
城
中
央
。
第
中
無
一
物
、
高
品
位
書
満
堂
。
家
集
二
百
編
、
上

下
馳
皇
王
。
多
是
撫
州
潟
、
今
来
五
紀
強
。
向
可
輿
爾
譲
、
助
爾
居
留
且

良
」
と
あ
る
。

(
8
〉

附
衰
の
杜
佑
略
年
譜
を
参
照
。

(

9

)

た
と
え
ば
張
策
芳
氏
は
、
『
通
典
』
の
上
献
年
代
を
考
詮
す
る
貴
重

な
論
考
を
愛
表
さ
れ
て
い
る
が
、
貞
元
一

O
年
設
に
は
燭
れ
る
こ
と
な

く
議
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
従
遁
典
看
杜
佑
的
史
皐
」
(
『
史

原
』
九
、
一
九
七
九
年
〉
を
参
照
。

(
m

)

ひ
ろ
く
社
佑
と
『
遁
血
ハ
』
を
論
じ
、
そ
の
上
献
年
代
に
も
言
及
し
た

研
究
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

王
府
四
麟
『
玉
海
』
径
五

一
、
装
文
、
曲
開
放
、
唐
通
胤
ハ

・
型
道
要
訣

王
鳴
盛
『
十
七
史
一
商
一
権
』
巻
九

O
、
社
佑
作
通
典

内
藤
虎
次
郎
①
「
擬
策
一
道
」
(
『
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
皐
論
叢
』

所
載
、
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
。
の
ち
同
氏
『
内
藤
湖
南
全
集
』
一
四

所
枚
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
〉

内
藤
虎
次
郎
②
「
通
典
の
著
者
杜
佑
」
(
『
龍
谷
大
祭
論
叢
』
二
八
九
、

一
九
三

O
年
。
の
ち
同
氏
『
内
藤
湖
南
全
集
』
六
所
枚
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七
二
年
〉

内
藤
虎
次
郎
③
「
昭
和
六
年
一
月
廿
六
月
御
議
書
始
漢
書
進
議
案
」

(
『
支
那
皐
』
六
|
二
、

一
九
三
二
年
。
の
ち
同
氏
『
内
藤
湖
南
全
集
』

七
所
枚
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七

O
年〉

玉
井
是
博
「
大
唐
六
典
及
び
通
典
の
宋
刊
本
に
就
て
」
(
『
支
那
準
』

七
1

二
・
三
、

一
九
三
四
年
。
の
ち
同
氏
『
支
那
枇
禽
経
済
史
研
究
』

所
枚
、
岩
波
書
居
、
一
九
四
二
年
)

郷
鶴
獲
『
社
佑
年
譜
』
〈
上
海
商
務
印
書
館
、

一
九
三
四
年
)

金
井
之
忠
『
唐
代
の
史
皐
思
想
』
(
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四

O
年
)
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曾
胎
芥
謬
注
司
社
佑
』
歴
史
人
物
捕
聞
記
謬
注
〈
中
華
骨
一
国
局
、

年
)
臭
楓
『
惰
唐
歴
史
文
献
集
稗
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)

塵
林
東
『
社
佑
評
俸
|
|
創
典
制
通
史
禁
治
園
良
模
|
|
』
(
庚
西

教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
〉

郎
添
生
「
由
社
佑
『
通
典
』
管
窺
唐
代
史
皐
的
創
新
」
(
中
園
唐
代
皐

舎
編
輯
委
員
曾
編
『
第
三
居
中
園
唐
代
文
化
皐
術
研
討
曾
論
文
集
』
所

載
、
楽
拳
書
局
、
一
九
九
七
年
〉

(
日
)
『
玉
海
』
巻
五
一
、
議
文
、
典
故
に
「
士
山
、
雑
家
、
社
佑
『
理
道
要

訣
』
十
巻
。
佑
表
回
、
箱
思
理
道
、
不
録
空
言
。
由
是
泉
記
、
修
纂

『
遁
典
』
、
包
羅
数
千
年
事
、
探
討
雄
法
刑
政
、
途
成
二
百
巻
、
先
己

奉
進
。
従
去
年
春
末
、
更
於
二
百
巻
中
、
纂
成
十
巻
、
目
白
『
理
道
要

訣
』
、
凡
三
十
三
篇
。
詳
古
今
之
要
、
酌
時
宜
可
行
。
貞
元
十
九
年
二

月
十
八
日
上
」
と
あ
る
。

(
ロ
〉
内
藤
氏
前
掲
論
文
①
を
参
照
。

(
日
)
『
文
苑
英
華
』
巻
七
八
三
、
讃
四
、
『
全
唐
文
』
巻
六
九

O
、
符
載

三
に
「
丞
相
湖
陵
公
、
以
虎
符
龍
節
、
清
銀
准
海
、
凡
十
五
年
失
0

・・

・
:
」
と
あ
り
、
ま
た
『
全
唐
文
』
巻
六
八
九
、
符
載
二
、
甘
露
記
に

「
葵
未
歳
(
貞
元
一
九
年
)
、
復
降
於
庭
梧
、
夏
四
月
、
余
白
准
南
罷

去
丞
相
府
、
賂
俵
道
以
蹄
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
骨
局
員
讃
の

作
成
は
、
社
佑
が
准
南
節
庭
使
に
就
任
し
て
か
ら
の
十
五
年
目
に
あ
た

る
貞
元
一
九
年
初
頭
か
ら
符
裁
が
准
南
道
を
去
る
同
年
四
月
ま
で
の
期

閲
と
考
え
ら
れ
る
。

(

M

)

前
掲
の
符
載
の
寓
虞
讃
に
「
公
之
器
用
皐
也
、
冠
完
六
籍
、
衣
裳
霊

史
、
履
履
百
氏
。
毎
讃
書
、
取
其
貧
而
不
取
其
華
。
深
研
著
述
、
貌
篤

一
九
八
四

『
通
典
』
。
大
抵
自
開
闘
志
刀
行
、
至
乎
歴
代
、
有
兵
食
・
財
賦
・
職
官
・

穫
祭
、
交
関
子
賞
世
者
。
莫
不
摘
拾
其
英
華
、
ぬ
世
漉
其
膏
津
。
裁
煩
以

趣
約
、
裁
疎
以
就
密
。
其
有
覧
之
者
、
如
熱
得
淳
、
如
餓
得
食
。
五
車

世
間
巻
、
童
震
冗
慶
、
得
不
謂
立
言
垂
範
欺
」
と
あ
る
。

(
日
〉
『
通
典
』
進
通
典
表
、
『
全
唐
文
』
巻
四
七
七
、
杜
佑
に
「
自
頃
纂

修
、
年
渉
三
紀
、
識
寡
思
拙
、
心
味
詞
蕪
」
と
あ
る
。

(
凶
)
『
通
典
』
の
宋
版
本
に
つ
い
て
は
、
玉
井
氏
前
掲
論
文
、
仁
井
田
陸

「
通
典
刻
本
私
考
」
(
『
東
洋
皐
報
』
一
一
一
一
四
、
一
九
三
五
年
〉
、
尾

崎
康
「
通
典
の
諸
版
本
に
つ
い
て
」
(
『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
四
、
一

九
七
七
年
)
、
同
氏
「
解
題
通
典
北
宋
版
お
よ
び
諸
版
本
に
つ
い
て
」

(
北
宋
版
『
通
典
』
別
巻
所
載
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
〉
、
同
氏

「
日
本
現
在
宋
元
版
解
題
史
部
(
下
)
」
(
『
斯
道
文
庫
論
集
』

一一八、

一
九
九
三
年
〉
な
ど
を
参
照
。

(
口
)
『
山
堂
霊
童
日
考
索
』
巻
一
八
、
聖
翰
門
、
類
書
類
に
「
『
通
血
(
』
、
二

百
巻
。
麿
正
(
貞
)
元
十
年
杜
佑
撰
:
:
:
佑
以
『
、
通
典
』
繁
盛
…
、
於
二

百
巻
中
、
纂
成
十
巻
、
目
日
『
理
道
要
訣
』
、
凡
二
十
三
篇
。
皆
有
答

問
、
正
(
貞
)
元
中
進
序
」
と
あ
り
、
『
玉
海
』
径
五
一
、
義
文
、
胤
ハ

故
の
爽
注
に
「
中
興
書
目
云
『
通
血
ハ
』
、
貞
元
十
年
撰
。
以
事
分
類
」

と
あ
る
。

(
日
)
『
通
典
』
巻
て
爽
注
に
「
本
初
纂
録
、
止
於
天
資
之
末
、
其
有
要

須
議
論
者
、
亦
便
及
以
後
之
事
」
と
あ
る
。

(
川
口
)
『
潜
研
堂
文
集
』
巻
二
八
、
政
遁
典
に
「
杜
岐
公
撲
此
書
於
貞
元

中
、
故
稽
徳
宗
信
用
今
上
。
而
州
郡
篇
書
怪
州
篤
銀
州
、
且
云
元
和
十
五

年
改
信
用
銀
州
、
此
後
人
附
、
蓋
本
書
於
怪
字
初
不
遜
也
」
と
あ
る
。
ま

た
、
玉
井
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
表
2
の
『
逼
典
』
州
郡
に
み
え
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る
三
つ
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
考
註
さ
れ
て
い
る
。

(
初
)
『
太
卒
笈
字
記
』
巻
一
七

O
、
嶺
南
道
一
四
に
「
珠
線
勝
。
按
貞
元

録
、
只
有
嘉
寧
・
承
化
二
豚
。
『
通
典
』
・
開
元
銀
叉
有
新
昌
。
其
徐

未
詳
所
置
」
と
あ
る
。

(
幻
)
杜
佑
に
よ
る
地
方
行
政
の
充
貸
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
准
南
節
度
使
時

代
に
限
定
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
『
権
裁
之
文
集
』
倉
一
一
、
碑
、
社

岐
公
准
南
遺
愛
碑
銘
弁
序
、
『
唐
文
粋
』
各
五
四
、
碑
五
、
遺
愛
、

『
全
唐
文
』
巻
四
九
六
、
権
徳
興
一
四
に
コ
初
公
之
至
也
、
裁
了
騎

陽
、
人
有
楽
色
。
於
是
息
浮
費
以
悦
之
、
錯
雑
征
以
利
之
、
夫
家
之
税

有
冒
浪
者
、
克
其
罪
以
購
之
、
鹿
居
之
豪
有
委
積
者
、
盈
其
直
以
出

之
。
瀕
海
棄
地
、
悲
〈
相
側
填
決
、
一
夫
之
動
、
百
畝
可
穫
、
終
古
遺
利
、

柿
然
草
加
生
、
成
於
指
顧
、
得
以
蕃
殖
。
先
走
管
部
米
芸
、
因
倉
未
完
、

介
夫
半
寓
於
紳
洞
。
公
衆
或
委
於
支
都
、
公
乃
慮
材
用
、
量
事
期
、
瞬

中
権
、
規
大
妊
、
百
堵
皆
作
、
三
軍
寧
字
。
:
・
連
管
三
十
二
、

積
穀

五
十
高
、
工
以
慌
使
、
人
以
祭
成
。
叉
瀦
雷
阪
、
以
紙
稲
地
、
腐
引
新

渠
、
陸
予
河
流
、
皆
省
功
費
、
而
弘
利
津
」
と
あ
る
。

(
勾
)
蛍
時
の
揚
州
の
繁
盛
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
全
漢
昇
「
唐
宋
時
代
揚
州

経
済
景
況
的
繁
栄
輿
衰
落
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

一
一
、
一
九
四
三
年
)
、

安
藤
更
生
『
鑑
県
大
和
上
俸
之
研
究
』
外
篇

『
唐
宋
時
代
に
於
け
る
揚
州
城
の
研
究
』
(
卒
凡
社
、
一
九
六

O
年〉

史
念
海

「
論
麿
代
揚
州
和
長
江
下
激
的
経
済
地
区
」
(
『
揚
州
師
範
皐

院
祭
報
』
〈
軒
町
民
平
枇
禽
科
製
版
〉
一
九
八
二
|
二
、
一
九
八
二
年
、
の

ち
同
氏
『
河
山
集
』
三
所
枚
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
、
同
氏

「
長
江
外
的
海
岸
及
揚
州
的
繁
策
」
(
同
氏
『
河
山
築
』
五
所
枚
、
人

民
出
版
社、

一
九
九
一
年
可

愛
宕
元
「
唐
代
の
揚
川
城
と
そ
の
郊
医
」

(
梅
原
郁
編
『
中
園
近
世
の
都
市
と
文
化
』
所
載
、
京
都
大
翠
人
文
科

皐
研
究
所
、

一
九
八
四
年
。
の
ち
同
氏

『
唐
代
地
域
社
舎
史
研
究
』
所

枚
、
同
朋
会
出
版
、
一
九
九
七
年
)
、
周
東
卒
「
唐
代
准
南
道
匿
輩

・

人
口
考
」

(
『
中
園
唐
史
曲
学
舎
論
文
集
』

一一一所
載、

三
秦
出
版
社
、
一

九
八
九
年
〉
、
朱
江
「
唐
代
開
放
政
策
封
揚
州
繁
策
的
影
響
」

(
『
江
蘇

商
幕
開
学
報
』

一
九
九
O
l
一
、

一
九
九

O
年
)
、
李
廷
先
『
唐
代
揚
州

史
考
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
、
陳
勇
「
唐
後
期
的
人

口
南
遷
奥
長
江
下
源
的
経
済
援
展
」
(
『
華
東
師
範
大
拳
拳
報
』
〈
哲

拳
祉
倉
科
皐
版
〉
一
九
九
六
|
五
、
一
九
九
六
年
〉
、

徐
明
徳
「
論
唐

代
揚
州
園
際
大
港
的
繁
栄
輿
歴
史
地
位
」
(
祷
爾
康
主
編
『
揚
州
研
究

|

|
江
都
陳
鉄
霊
先
生
百
齢
冥
誕
紀
念
論
文
集
』

所
載
、
聯
経
出
版
事

業
公
司
、
一
九
九
六
年
〉
な
ど
を
参
照
。

(
お
〉
社
佑
が
柔
軟
で
穏
健
な
政
治
姿
勢
を
と
り
、
敵
を
作
ら
ぬ
よ
う
に
常

に
心
が
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
符
裁
の
骨
局
員
讃
に

「
公

之
信
用
政
也
、
根
祇
於
誠
信
、
何
幹
於
刑
賞
、
枝
葉
於
禁
思
。
達
時
之
通

媛
、
識
人
之
好
悪
、
聴
覚
而
不
察
、
寛
裕
而
有
制
。
故
蒙
津
者
如
膏

雨
、
畏
刑
者
如
秋
霜
、
蔦
情
浩
援
、
懸
我
傑
貫
。
生
生
之
分
、
各
得
其

性
、
得
不
謂
民
之
父
母
欺
」
と
あ
り
、
『
太
卒
庚
記
』
各
一
一
一
一
一
五
、
交

友
に

「
劉
馬
錫
言
、
司
徒
杜
公
佑
親
穆
賛
也
、
如
故
人
子
弟
。
佑
見
賛

潟
憂
丞
数
調
劾
、
因
事
戒
之
日
『
僕
有
一
言
、
信
用
大
郎
久
計
、
他
日
少

樹
敵
信
用
佳
』
穆
深
納
之
、
由
是
少
密
其
威
也
」
と
あ
り
、
『
唐
語
林
』

径

一、

言
語
に

「
杜
司
徒
常
言
『
庭
世
無
立
政
』
」
と
あ
る
。
そ
の
ほ

か
に
は
、
『
奮
唐
書
』
巻

一
四
八
、
李
藩
停
な
ど
を
参
照
。

(
川
品
〉
『
新
唐
書
』
巻

二
ハ六
、
社
佑
俸
に
「
徐
州
節
度
使
張
建
封
卒
、
軍

飢
、
立
其
子
情
、
詩
子
朝
、
-帝
不
許
、
乃
詔
佑
検
校
向
書
左
僕
射

・
同
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中
書
門
下
卒
章
事
、
節
度
徐
・
泊
討
定
之
。
佑
具
朋
鑑
、
選
麗
終
孟
準

度
准
撃
徐
、
不
克
、
引
迷
。
佑
於
出
師
勝
繁
非
所
長
、
因
国
境
不
敢

進
、
乃
詔
授
惰
徐
州
節
度
使
、
析
濠
・
泊
二
州
隷
准
南
」
と
あ
り
、
ま

た
、
『
劉
賓
客
文
集
』
巻
一
て
表
章
て
『
文
苑
英
華
』
径
六
一

五
、
表
六
一
二
、
『
全
唐
文
』
巻
六

O
二
、
劉
属
錫
四
に
「
臣
某
言
、
臣

自
守
准
漬
、
己
周
星
紀
。
:
:
:
今
則
幸
遇
殊
奨
、
委
之
専
征
。
以
身
率

先
、
是
臣
素
志
。
況
聞
徐
州
土
衆
、
本
無
叛
心
。
倉
卒
之
関
、
危
疑
至

此
。
臣
請
自
臨
樋
場
、
親
領
紀
綱
」
と
あ
る
。
ま
た
、
徐
州
節
度
使
に

つ
い
て
は
、
谷
川
道
雄
「
腐
助
の
飢
に
つ
い
て
」
〈
『
名
古
屋
大
皐
文
製

部
研
究
論
集
』
一
て
〈
史
皐
〉
四
、
一
九
五
五
年
〉
、
劉
建
偉
「
唐

代
武
寧
鎖
的
依
附
性
輿
滋
離
性
」
(
『
徐
州
師
範
皐
院
皐
報
』
〈
哲
鼠
字

社
合
間
科
拳
版
〉
一
九
八
八
|
一
、
一
九
八
八
年
)
な
ど
を
参
照
。

(
お
〉
大
耳
障
正
昭
「
唐
末
の
藩
銀
と
中
央
権
力
|
|
徳
宗
・
憲
宗
朝
を
中
心

と
し
て
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
一
一
|
二
、
一
九
七
三
年
〉
一
一
一
一

頁
を
参
照
。

(
お
〉
『
劉
賓
客
文
集
』
巻
一
二
、
表
章
二
、
『
文
苑
英
華
』
巻
六

O
六、

表
五
四
、
『
全
唐
文
』
巻
六

O
二
、
劉
馬
錫
四
に
「
臣
某
言
、
臣
開
臣

之
事
君
、
有
犯
無
隠
O

i
--
復
加
朝
時
間
、
作
落
外
府
。
遼
濯
輩
下
、
十

有
四
年
。
協
守
准
漬
、
逮
今
一
紀
。
:
:
:
窃
位
時
久
、
妨
賢
塊
深
。
況

歴
官
己
来
、
四
十
八
考
。
祇
奉
朝
謁
、
時
総
二
周
。
:
:
:
早
賜
捧
人
、

奥
臣
交
代
。
授
受
之
際
、
実
無
可
虞
。
然
後
脂
車
、
奔
赴
京
輩
。
:

臣
頃
以
戎
務
方
段
、
狼
加
宰
輪
。
今
既
事
罷
、
貸
料
思
此
名
。
震
有
藩
鎖

同
時
、
未
敢
軽
上
印
綬
」
と
あ
る
。

(
幻
)
杜
岐
公
准
南
遺
愛
碑
銘
弁
序
に
「
居
銀
十
三
年
、
願
修
観
謁
、
奔
草

十
上
、
西
穂
沸
涙
。
上
難
其
縫
、
慰
勉
市
己
。
公
以
述
職
在
於
庇
人
、

納
忠
在
於
薦
賢
。
密
疏
請
以
王
公
潟
代
、
詔
震
之
武
」
と
あ
る
。

(
お
〉
張
図
剛
『
唐
代
藩
銀
研
究
』
(
湖
南
数
育
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)

一
O
O頁
を
参
照
。

(
州
出
〉
松
井
秀
一
「
八
世
紀
中
葉
頃
の
江
准
の
叛
飢
|
|
衰
晃
の
叛
飢
を
中

心
と
し
て
|
|
」

Q
北
大
史
皐
』
二
、
一
九
五
四
年
〉
二
八
J
一一九

頁
を
参
照
。

(
ぬ
)
伊
藤
宏
明
「
准
南
藩
鎮
の
成
立
過
程
|
|
臭
・
南
唐
政
権
の
前
提

-
|
」
〈
『
名
古
屋
大
皐
東
洋
史
研
究
室
報
告
』
四
、
一
九
七
六
年
)

一
O
O
頁
を
参
照
。

(
紅
)
『
焚
川
文
集
』
省
一

O
、
准
南
監
軍
使
院
腹
壁
記
、
『
文
苑
英
華
』

巻
八

O
二
、
記
六
に
「
節
度
使
信
用
軍
三
高
五
千
人
、
居
中
統
制
二
慮
、

一
千
里
、
三
十
八
城
、

護
天
下
鈎
道
、
居
周
諸
道
府
軍
事
最
重
。
然
俺
海

軍
江
・
准
、
深
津
横
岡
、
備
守
堅
険
、
自
販
難
己
来
、
未
嘗
受
兵
。
故

命
節
度
使
、
皆
以
道
徳
儒
磨
、
来
龍
宰
相
、
去
声
孟
宇
相
0

・:
・
甲
兵

一
冗
・
元
和
己
来
、
大
抵
多
如
此
」
と
あ
る
。

(
鉛
〉
『
奮
唐
書
』
・
『
新
唐
室
田
』
を
は
じ
め
、
呉
延
安
『
唐
方
銀
年
表
弁
考

詮
』
〈
『
二
十
五
史
補
編
』
六
所
載
、
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
)
径

五
、
准
南
、
与
仲
勉
「
『
唐
方
鎖
年
表
』
正
補
」
〈
『
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
集
刊
』
一
五
、
一
九
四
八
年
〉
、
王
蕎
南
『
唐
代
藩
銀
奥

中
央
関
係
之
研
究
』
(
大
化
書
局
、
一
九
七
八
年
〉
附
録
一
、
唐
代
藩

鎖
線
表
、
伊
藤
氏
前
掲
論
文
の
別
表
一
な
ど
を
参
考
に
作
成
し
た
。
ま

た
、
穆
宗
朝
か
ら
輸
出
宗
朝
ま
で
の
五
三
年
聞
の
准
南
節
度
使
の
卒
均
在

任
年
数
と
前
任
・
鱒
出
職
に
つ
い
て
は
、
松
井
秀
一
氏
に
よ
る
一
覧
表

が
あ
る
の
で
重
複
を
避
け
た
い
。
同
氏

「
唐
代
後
半
期
の
江
滋
に
つ
い

て
|
|
江
賊
及
び
康
全
泰
・
姿
甫
の
叛
鋭
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(『史
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皐
雑
誌
』
六
六
|
二
、
一
九
五
七
年
)
二
七
頁
を
参
照
。

(
お
)
松
井
氏
は
、
穆
宗
朝
以
降
の
江
准
藩
銀
に
つ
い
て
、
「
:
:
こ
の
期

の
江
准
落
銀
の
節
帥
は
一
中
均
二
J
一
一
一
年
で
頻
繁
に
交
替
し
、
任
命
さ
れ

る
節
帥
の
多
く
が
中
央
官
同
級
文
官
で
あ
り
、
そ
の
締
出
先
は
よ
り
格
式

の
上
の
中
央
高
級
官
職
で
あ
る
も
の
が
多
数
で
:
:
:
。
こ
の
こ
と
は
依

然
と
し
て
江
准
の
節
帥
が
こ
こ
を
足
場
と
し
て
中
央
復
節
H

策
遂
を
心

掛
け
て
い
た
こ
と
を
一
万
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同

氏
前
掲
註
(
詑
)
の
論
文
五
頁
を
参
照
。

(
川
品
〉
王
誇
南
氏
は
、
代
宗
・
康
徳
元
年
(
七
六
一
二
〉
か
ら
藤
宗
・
威
通
一

四
年
(
八
七
一
二
)
の
期
聞
に
お
い
て
、
節
度
使
退
任
後
に
中
央
の
顕
官

に
就
く
事
例
が
一
番
多
い
の
が
、
准
南
節
度
使
で
あ
っ
て
、
そ
の
割
合

は
八
二

・
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
達
し
、
宰
相
に
昇
っ
た
者
も
最
多
の
七

名
に
お
よ
ぶ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
従
藩
鋲
之
選
任
看
安
史
之

飢
後
庸
中
央
政
府
封
地
方
之
控
制
」
(
闘
立
政
治
大
祭
『
歴
史
問
問
予
報
』

六
、
一
九
八
八
年
)
一
五
頁
を
参
照
。

(
お
)
『
直
融
墨
田銭
解
題
』
各
一

O
、
雑
家
類
に
「
『
理
道
要
訣
』
十
谷
。

唐
宰
相
杜
佑
撲
、
凡
三
十
三
篇
。
皆
設
問
答
之
鮮
、
末
二
巻
記
古
今
異

制
。
蓋
於
『
通
典
』
中
顕
要
、
以
便
人
主
観
覧
」
と
あ
る
。

(
お
〉
『
玉
海
』
各
五
一
、
議
文
、
典
故
「
佑
自
序
回
、
陥
李
文
博
『
理
道

集
』
、
多
主
於
規
諌
而
略
於
惨
要
。
臣
頗
探
政
理
、
繕
究
始
終
、
途
候

問
答
、
方
異
夜
明
。
第
一
至
第
三
食
貨
、
回
選
翠

・
命
官
、
五
躍
敬
、

六
封
建

・
州
都
、
七
丘
(
・
刑
、
八
逃
防
、
九
十
古
今
異
制
議
」
と
あ

る
。

(
幻
)
『
欝
唐
書
』
谷
一
四
七
、
社
佑
停
に
「
貞
元
十
七
年
、
自
准
南
使
人

詣
闘
献
之
、
日
:
:
・
。
優
詔
嘉
之
、
命
蔵
書
府
。
其
書
大
体
於
時
、
躍

祭
刑
政
之
源
、
千
載
如
指
諸
掌
、
大
震
士
君
子
所
祷
」
と
あ
る
。

(
お
)
『
劉
賓
客
文
集
』
巻
三
、
碑
中
、
許
州
文
宣
王
新
廟
碑
、
「
文
苑
英

華
』
巻
八
四
六
、
碑
三
に
「
公
名
係
、
{
子
、
氷
裕
、
故
丞
相
岐
園
公
之

孫
。
岐
公
弼
諮
三
帯
、
碩
聞
学
冠
天
下
、
嘗
著
書
二
百
徐
篇
、
言
穫
祭
刑

政
、
古
今
損
金
、
統
名
目
『
通
典
』
、
議
在
石
室
、
副
行
人
閲
」
と
あ

り
、
『
焚
川
文
集
』
巻
九
、
唐
故
溺
陵
賂
庭
士
墓
誌
銘
、

『文
苑
英

華
』
径
九
六
二
、
誌
二
八
に
「
我
烈
租
司
徒
岐
園
公

・
趨
園
公
李
公
、

嘗
貞
元

・
元
和
時
、
儒
間
四
千
術
業
冠
天
下
」
と
あ
る
。

(
ぬ
〉
『
麿
園
史
補
』
巻
下
、
『
唐
語
林
』
巻
二
、
文
筆
に

「
大
暦
己
後
、

専
筆
者
有
禁
康
成
『
周
易
』
、
強
蒙
『
論
語
』
、
政
助
・
遡
匡
・
陸
質

『
春
秋
』
・
:
:
。
其
徐
地
理
則
買
僕
射
、
丘
(
賦
則
社
太
保
、
故
事
則
蘇

晃
・
蒋
父
・
・
:
」
と
あ
る
。

〈

ω)
『
抑
留
唐
替
』
径
一
一
一
一
八
、
賀
耽
俸
に
「
至
(
貞
元
〉
十
七
年
、
叉
談

成
『
海
内
務
夷
悶
』
及

『
古
今
郡
図
師
林
道
四
夷
述
』
四
十
巻
、
表
献

之
、
日
:
・
・
。
優
詔
答
之
、
賜
錦
紙
二
百
匹
・

褐
段
六

・
錦
帳
二

・
銀

瓶
盤
各
一

・
銀
検
二

・
馬
一
匹
、
進
封
貌
園
公
」
と
あ
る
。

(
似
)
中
央
政
界
復
蹄
後
、
規
定
の
七

O
裁
を
過
ぎ
て
も
引
退
し
な
い
杜
佑

を
、
痛
烈
に
皮
肉
る
白
居
易
の
詩
や
文
章
を
分
析
し
た
論
考
に
は
、

ア

l
サ

l

・
ウ
ェ

l
リ
l

『
白
楽
天
』
(
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九

年
〉
二

O
O頁
、
卒
岡
武
夫
「
杜
佑
致
仕
制
札
記
|
|
白
居
易
の
習
作

|
|
」
(
『
鈴
木
博
士
古
稀
記
念
東
洋
皐
論
叢
』
所
載
、
明
徳
出
版
社
、

一
九
七
二
年
〉
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(
必
〉
『
通
典
』
各
一
に
「
佑
少
嘗
認
書
、
而
性
且
蒙
園
、
不
透
術
数
之

姿
、
不
好
章
句
之
象
。
所
纂
『
通
典
』
、
貧
采
霊
言
、
徴
諸
人
事
、
終

施
有
政
」
と
あ
る
。
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3. The other version was engraved by the year of 1046. It was not

　

widely circulated in the Song but probably extant to the early Qing.

　

It may have been used for revising the Ｔａｎｇｈ竃くｙａｏat the latter

　

time, and regarded as the original text of the “Dian” edition 殿版.

　

Besides, it is estimated that it was an ｅχcerpt version.

　　

Ａ STUDY OF COMPILATION OF THE ＴＯＮＧ-ＤＩＡＮ

　　　　　　　

『通典J BY DU YOU 杜佑(735～812)
―WITH REFERENCE TO HIS CIRCUMSTANCES IN THE

　　　　　　　

TIME OF ITS PRESENTATION―

KiTAGAWA Toshiaki

　　

Concerning the year of presentation of the Ｔｏｎｇ-ｄｉａｎ,　tＶｉｅｒｅare three

different viewpoints. They are 794, 801 and 803. The first view (794)

seems wrong because some articles after this year appeared in the tｅχtof

theＴｏｎｇ-ｄｉａｎ.　and it does not fitthe actual period of compilation which

extended

　

for

　

thirty-siχ

　

years

　

too.

　

The

　

third

　

view (804) is　also

questionable, in view of the fact that the Υone｡ぷα77 had already been

presented by the beginning of the year before 803 recorded in the Ｙｕ.ｈａｉ

　

『玉海』.

　

Hence, the second view (801, the seventeenth year of Zhenyuan

貞元)is most credible･

　　

After the suppression of the rebellion of the Xuzhou Army 徐州節度使

軍in 800， Du You made repeated requests for resignation from his post

of military governor of Huainan　province　淮南節度使.　Besides, he

complained that his term of office was ｅχceptionally long, and recommended

the central government of the Tang 唐to appoint Wang Ｅ 王鍔to be his

successor so that he could be ready to return to the capital, Chang'an. In

such circumstances, he presented the　Ｔｏｎｅ-ｄｉａｎtothe Emperor De-zong

徳宗with the desire to prove himself indispensable to the central gov-

ernment. Similarly, the compilation of the Li-dao yao一佃εΓ理道要訣』

commenced in the next year was also motivated by this intension.　In

conclusion, the compilation and presentation of the　Ｔｏｎｇ-ぶα7ltogether

with the Li-dao yαθ一jueshould be regarded as part of Du You's political
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activitiesespecially considering the fact that his renown at court reached

its peak at that time.

TＨＥＣＯＬＬＥＣＴＥＤＷＯＲＫＳＯＦＢＡＢＵＲPRESERVED AT

　　　　　

THE SAL TAN ATI LIBRARY IN TEHRAN

Mano Eiji

　　

This is ａ preliminary report on an important manuscript preserved at

the SaltanatI Library in Tehran. The author has examined ａ photocopy

of the manuscript bestowed by the Library in January 1998.　The report

seeks to supplement and rectify the brief reports written by Z. V. Togan

and B. Atabay beforehand.

　　

1. The　manuscript　consists　of　Babur's　five　works.　They　are

　　　

Ｍt£ｂａｙｙin，　’Ａｒｕｄ ｒiｓａｌａｓｉ，Ｂａｂｕｒ-ｎａｍａ，　Ｖａｌｉｄりａ　ｒiｓａｌａｓｉ　and　ａ

　　　

prosodical work which might be called Fiりｅ　ｈｕｎｄｒｅｄ　ａｎｄ ｆｏｕｒ

　　　

ｒ岫猿琲ｓ、Contrary to Togan's early report, the manuscript does not

　　　

contain£')lvan and hence is not the　Ｋｕlliｙａｔ(complete works) of

　　　

Ｂａｂｕｒ、The author proposes to call it the ＣｏｌｌｅｃtｅｄＷｏｒkｓ ｏｆ Ｂａｂｕｒ.

　　

2. Despite the fact that the Mubり'yin has lost many folios, it is still

　　　

useful for making ａ revised edition　which　is　not　yet　available.

　　

3. The‘Ａｒｕｄ ｒiｓａｌａｓtis incomplete and contains only around three-

　　　

fifths of the original tｅχt. Nevertheless, it is the second manuscript

　　　

ever known and thus useful for making ａ critical edition.

　　

4. Thｅ　Fiｖｅ ｈｕｎｄｒｅｄ ａｎｄ ｆｏｕｒ ｒ心眼ｍｓ　iｓ ａ prosodical work. Babur

　　　

wrote in 伍ｅ ３ａｂｕｒ-ｎａｍａ　that he composed such ａ work. However,

　　　

it has been believed that the work had been lost. Therefore, the author

　　　

reports the discovery of this almost complete Persian tｅχt here.　Babur

　　　

scans (tａｑtｉ) his own hayt (i. e. a line) in 498 ways in this work.

　　　

The manuscript seems to have lost the remaining siχ
ways.

　　

5. The Ｂａｈｕ『一ｎａｍａ　＼ｓseverely incomplete. For example, its chapter

　　　

on Kabul contains merely the events of the year of 925. However,

　　　

it is of high quality and can be used to supplement the critical edition

　　　

of the Ｂａｂｕｒ-ｎａｍａpublished by the author in 1995 to ａ small ｅχtent｡
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